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序

　公益財団法人茨城県教育財団は，国や県などの各事業者から委託を

受けて埋蔵文化財の発掘調査と整理業務を実施することを主な目的と

して，昭和 52 年に調査課が設置されて以来，数多くの遺跡の発掘調

査を実施し，その成果として発掘調査報告書を刊行してきました。

　この度，独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部茨城地

域事業本部による中根・金田台特定土地区画整理事業に伴って実施し

た，つくば市柴崎大堀遺跡，同市柴崎大日塚の発掘調査報告書を刊行

する運びとなりました。

　今回の調査によって，柴崎大堀遺跡においては，中世の土塁を伴う

長大な堀跡を確認し，当時の大規模工事の一端が明らかとなりました。

また，柴崎大日塚においては，つくば市周辺に見られる大日如来の石

造仏や石塔が出土し，当時の信仰を知る上で，欠くことのできない貴

重な資料となります。

　本書が，歴史研究の学術資料としてはもとより，郷土の歴史に対す

る理解を深め，教育・文化の向上のための資料として広く活用いただ

ければ幸いです。

　最後になりますが，発掘調査から本書の刊行に至るまで，多大な御

協力を賜りました委託者であります独立行政法人都市再生機構首都圏

ニュータウン本部茨城地域事業本部に対して厚く御礼申し上げますと

ともに，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，御指導，

御協力をいただきました関係各位に対し，心から感謝申し上げます。

平成30年 ３月

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長 野 口　 通





例 言

　本書は，独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部茨城地域事業本部（平成 23 年６月まで独立

行政法人都市再生機構茨城地域支社）の委託により，公益財団法人茨城県教育財団（平成 23 年度まで財団

法人茨城県教育財団）が平成 21・26・27・28 年度に発掘調査を実施した，茨城県つくば市柴崎字大堀 903-2
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塚の発掘

調査報告書である。

　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　柴崎大堀遺跡

　　調査　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　　　　　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　　　　　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　　　　　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　　整理　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　柴崎大日塚

　　調査　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　　整理　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　発掘調査は，平成 21 年度が調査課長池田晃一のもと，平成 23 年度が調査課長樫村宜行のもと，平成 26

年度が調査課長白田正子のもと，平成 27・28 年度が副参事兼調査課長白田正子のもと，以下の者が担当した。

　平成 21 年度

　　首席調査員兼班長　　　白田正子　　　 　 　 　

　　主 任 調 査 員　　　酒井雄一　　　 　 　 　

　　調 査 員　　　作山智彦　　　 　 　 　

　平成 23 年度　

　　首席調査員兼班長　　　皆川　修　　　 　 　 　

　　主 任 調 査 員　　　齋藤和浩　　　 　 　 　

　　主 任 調 査 員　　　船橋　理　　　 　 　 　

　平成 26 年度

　　首席調査員兼班長　　　寺内久永　　　 　 　 　

　　次 席 調 査 員　　　作山智彦　　　 　 　 　

　　調 査 員　　　根本康弘　　　 　 　 　

　平成 27 年度

　　首席調査員兼班長　　　駒澤悦郎　　　 　 　

　　次 席 調 査 員　　　木村光輝　　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　　調 査 員　　　根本康弘　　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　　調 査 員　　　内堀　団　　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　　調 査 員　　　海老澤稔　　平成　年　月　日～　月　日　　　　
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　平成 28 年度

　　首席調査員兼班長　　　駒澤悦郎　　　 　 　 　

　　次 席 調 査 員　　　木村光輝　　　 　 　 　

　　調 査 員　　　根本康弘　　　 　 　 　

　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長皆川修のもと，以下の者が担当した。

　　次 席 調 査 員　　　盛野浩一　　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　　調 査 員　　　皆川貴之　　平成　年　月　日～　月　日　　　　

　本書の執筆分担は，下記のとおりである。

　　盛野浩一　　　第１章～第３章第３節５，第４節，第４章

　　皆川貴之　　　第３章第３節６

　本遺跡の出土遺物及び実測図・写真等の資料は，茨城県埋蔵文化財センターにて保管されている。但し，

胎蔵界大日如来像は，つくば市教育委員会にて保管されている。
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１　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，柴崎大堀遺跡についてはＸ＝＋ 11,600 ｍ，

Ｙ＝＋ 26,080 ｍ，柴崎大日塚についてはＸ＝＋ 12,040 ｍ，Ｙ＝＋ 25,880 ｍの交点を基準点（Ａ１a1）とした。

なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１, ２, ３…とし，

「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へ a，b，c…j，西から東へ 1，2，3，…0 と小文

字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　SA －土塁　SD －堀跡・溝跡　SE －井戸跡　SK －土坑　SS －石器集中地点

　　　　　　HT －方形竪穴遺構　TM －塚　TP －陥し穴

　　遺物　　Ｍ－金属製品　N －自然遺物（人骨片）　Ｑ－石器・石製品　Ｔ－瓦

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

　（1）遺構全体図は 400 分の１，各遺構の実測図は原則として 60 分の１の縮尺とした。種類や大きさにより

異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

　（2）遺物実測図は，原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をス

ケールで表示した。

　（3）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　 施釉　　　　　　石器使用痕　　　　　　油煙

●土器　　 □石器・石製品　 　△金属製品　　▲自然遺物（人骨片）　　　 　　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各々総量を記述した。

５　遺構一覧表・遺物観察表の表記は，次のとおりである。

　（1）計測値の単位はｍ，㎝，ｇで示した。なお，現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。

　（2）遺物観察表の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

　（3）遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

６　遺構の主軸は，長軸（径）方向とみなした。長軸・長径方向は，座標北からみて，どの方向にどれだけ振

れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10 ﾟ－Ｅ）。

７　今回の報告分で，整理の段階で遺構名を変更したもの及び欠番にしたものは以下のとおりである。

　　柴崎大堀遺跡

　　　変更　SK49 → SK44，SD ９→ SD ６

　　柴崎大日塚

　　　変更　SH １→ HT １

凡 例
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つくば市 ●  

柴
しば

崎
さき

大
おお

堀
ほり

遺跡・柴
しば

崎
さき

大
だい

日
にち

塚の概要

遺跡の位置と調査の目的

　柴崎大堀遺跡と柴崎大日塚は，つくば市の東部に位

置し，桜
さくら

川
がわ

右岸の標高 26 ｍの台地上に立地していま

す。中根・金田台特定土地区画整理事業に伴い，遺跡

の内容を図や写真に記録して保存するため，公益財団

法人茨城県教育財団が平成 21・26 ～ 28 年度の４回に

分けて柴崎大堀遺跡の 10,897㎡について，平成 23 年

度に柴崎大日塚の 758㎡について発掘調査を行いました。

水戸市 ●

柴崎大堀遺跡の調査の内容と成果

　調査では，旧石器時代の石器集中地点１か所，縄文時代の陥
おと

し穴
あな

６基，平安

時代の土
ど

坑
こう

１基，室町時代から江戸時代にかけて利用された両側に土
ど

塁
るい

を伴う

堀
ほり

跡
あと

１条，江戸時代の土坑１基などが確認できました。調査の主体となったの

は，遺跡名にもなっている大きな堀跡で，調査した範囲だけで 320 ｍ以上を確

調査区遠景（北東から）
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柴崎大日塚の調査の内容と成果

　調査では，室町時代の方
ほう

形
けい

竪
たて

穴
あな

遺
い

構
こう

１棟，江戸時代の塚
つか

１基などを確認しま

認しました。堀の幅は広いところでは約 15 ｍあり，深さは土塁の頂上から最

大で約６ｍあります。台地が狭くなったところを横切るように掘っており，戦

乱の時代に台地の上を通って攻めてくる敵を迎え撃つための施設であったと考

えられます。また，途中で堀の幅を広げており，鉄砲の使用などといった戦い

方の変化に対応した痕跡がうかがえます。戦乱の時代が終わり江戸時代になる

と，堀の底が墓として利用されていました。それも江戸時代に入ってしばらく

の間だけで，その後は堀跡も埋まってしまい，調査を行うまでは山林となって

いました。

堀跡に堆積した土砂の様子

胎蔵界大日如来像

堀底の土坑から出土した江戸時代の土器類

した。塚は，もともと古墳と考えられていましたが，

調査の結果，埋葬施設などはなく江戸時代の塚であ

ることが分かりました。塚に祀
まつ

られていたのは胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

像
ぞう

で，特徴的な表情の石仏です。この石

仏は，茨城県の南部及び西部に 50 体ほど確認され

ているもので，寛永の６年間に集中して造られたこ

とが知られています。発掘調査によって出土したの

は初めてのことで，江戸時代の信仰の形を確認する

ことができました。
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　　第１節 調査に至る経緯

　つくば市では，世界に開かれた国際交流の中心，世界の科学技術をリードする研究開発の拠点として，21

世紀の新しい街づくりが進められている。その一環として取り組んでいるのが，2005 年に開業した「つくば

エクスプレス」の沿線開発である。中根・金田台地区については，住宅・都市整備公団つくば開発局（平成９

年 10 月から住宅・都市整備公団茨城地域支社に，平成 11 年 10 月から都市基盤整備公団茨城地域支社に，平

成 16 年７月から独立行政法人都市再生機構茨城地域支社に，平成 23 年７月から独立行政法人都市再生機構首

都圏ニュータウン本部茨城地域事業本部に名称を変更）が事業主体として，土地区画整理事業を進めている。

　平成６年 11 月 18 日，住宅・都市整備公団つくば開発局長は茨城県教育委員会教育長あてに，中根・金田

台特定土地区画整理事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これを受

けて茨城県教育委員会は，平成７年度及び平成 26 年２月 17 日に柴崎大堀遺跡の現地踏査を，平成 11 年 10 月

14 日に柴崎大日塚の現地踏査を実施し，平成 11 年 11 月９日・10 日に柴崎大堀遺跡と柴崎大日塚，平成 28 年

６月７日及び７月 15 日に柴崎大堀遺跡の試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成 11 年 12 月 10 日，

茨城県教育委員会教育長は都市基盤整備公団茨城地域支社長あてに，事業地内に柴崎大堀遺跡と柴崎大日塚が

所在すること及びその取り扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

　平成 19 年１月 11 日，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長は茨城県教育委員会教育長あてに，文化財

保護法第 94 条に基づく土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知をした。茨城県教育委員会教

育長は，現状保存が困難であることから記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，平成19年１月31日，

独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長あてに，工事着工前に発掘調査を実施するよう通知した。

　平成 21 年２月 19 日，平成 23 年２月 16 日，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長は，平成 26 年２月 28 日，

独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部茨城地域事業本部長は茨城県教育委員会教育長あてに，中

根・金田台特定土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議書を提出した。平成 21 年３

月 11 日柴崎大堀遺跡について，平成 23 年２月 28 日柴崎大堀遺跡及び柴崎大日塚について，茨城県教育委員

会教育長は独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長あてに，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併

せて調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。平成 26 年３月 10 日，茨城県教育委員会教育長は独

立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部茨城地域事業本部長あてに，柴崎大堀遺跡について発掘調査

の範囲及び面積等について回答し，併せて調査機関として公益財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長から埋蔵文化財発掘調査事業につい

て委託を受け，平成 21 年 10 月１日から 10 月 31 日まで柴崎大堀遺跡の発掘調査を，独立行政法人都市再生機

構首都圏ニュータウン本部茨城地域事業本部長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成 23 年

９月１日から 10 月 31 日まで柴崎大日塚の発掘調査を，公益財団法人茨城県教育財団は，独立行政法人都市再

生機構首都圏ニュータウン本部茨城地域事業本部長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成

27 年２月１日から３月 31 日，平成 27 年９月１日から 11 月 30 日，平成 28 年９月１日から 11 月 18 日まで柴

崎大堀遺跡の発掘調査を実施した。

第１章　調 査 経 緯

胎蔵界大日如来像
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期間
工程

平成 21
年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

10　月 ２　月 ３　月 ９　月 10　月 11　月 ９　月 10　月 11　月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

撤 収

　柴崎大堀遺跡の調査は，平成 21 年度から平成 28 年度にかけて，４次に分けて実施した。平成 21 年度は平

成 21 年 10 月１日から 10 月 31 日まで，平成 26 年度は平成 27 年２月１日から３月 31 日まで，平成 27 年度は

平成 27 年９月１日から 11 月 30 日まで，平成 28 年度は平成 28 年９月１日から 11 月 18 日までの合わせて９

か月間である。柴崎大日塚の調査は，平成 23 年９月１日から 10 月 31 日までの２か月間にわたって実施した。

以下，その概要を表で記載する。

柴崎大堀遺跡

柴崎大日塚

　　第２節 調 査 経 過

期間
工程

平成 23 年度
９　月 10　月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

撤 収
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　柴崎大堀遺跡は，茨城県つくば市柴崎字大堀 903-2 番地ほかに，柴崎大日塚は，茨城県つくば市柴崎字大日

952 番地ほかに所在している。

　つくば市は，茨城県の南西部に位置し，北部は筑波山塊に接し，東側約５㎞には霞ヶ浦がある。市域の多く

は筑波山を北端として，その南東側に広がる標高 25 ｍほどの平坦な筑波・稲敷台地上にある。この台地は，

東を霞ヶ浦に流入する桜川，西を利根川に合流する小貝川によって区切られており，東から花室川，蓮沼川，

小野川，谷田川，西谷田川などの中小河川がほぼ北から南に向かって流れている。

　筑波・稲敷台地は，千葉県北部から茨城県南部に広がる常総台地の一部であり，地質的には海成砂層の成田

層を基盤として，その上に砂層・砂礫層の竜ヶ崎層，さらに泥質粘土層の常総粘土層，関東ローム層が連続し

て堆積し，最上部は腐植土層となっている１）。

　柴崎大堀遺跡は，つくば市の北東部，桜川右岸の標高約 26 ｍの台地上に位置している。調査区域の東側は，

桜川低地に向かって開析された谷地形で，低地との比高は 17 ～ 21 ｍである。西側は花室川の支流によって開

析された緩やかな小支谷が入り込んでいる。柴崎大日塚は，柴崎大堀遺跡の西にある小支谷に沿って 600 ｍほ

ど北上した標高約 27 ｍの台地平坦部に位置している。両遺跡とその周辺は，山林や畑地として利用されてい

たが，近年開発が進み，その状況も変わりつつある。

　柴崎大堀遺跡，柴崎大日塚が所在する桜川および花室川流域には，旧石器時代から江戸時代までの遺跡が多

数分布している。ここでは，『茨城県遺跡地図』２）に登録されている当該地域の主な遺跡を中心に，時代ごと

に概観する。

　旧石器時代の遺跡は，上
うえ

野
の

古
ふる

屋
や

敷
しき

遺跡３）〈13〉，中
なか

根
ね

中
なか

谷
や

津
つ

遺跡４）〈18〉，東
ひがし

岡
おか

中
なか

原
はら

遺跡５）〈26〉で，石器集中

地点が確認されている。中でも東岡中原遺跡では，ナイフ形石器，尖頭器，掻器，彫刻刀形石器，楔形石器，

石刃，石核などが，多層位にわたって出土しており，これらは県内の旧石器時代を考える上で重要な資料とな

っている。また，花室川左岸の北
ほう

条
じょう

中
なか

台
だい

遺跡６）や，柴
しば

崎
さき

遺跡７）〈５〉からもナイフ形石器や尖頭器が出土して

おり，当該期の人々の活動の痕跡を確認することができる。花室川の川底からは，ナウマンゾウやニホンアシ

カの化石が出土しており，旧石器時代の人々が狩猟対象としていたことが考えられている８）。

　縄文時代の遺跡は，多数確認されている。柴崎遺跡では，早期の炉穴が確認されている。上
うえ

野
の

陣
じん

場
ば

遺跡９）〈12〉，

上野古屋敷遺跡，東岡中原遺跡では，前期の集落跡が確認されており，当該地域に人が定住し始めたことを示

している。中期に入ると，集落の規模が大きくなり，遺跡数も増加している。北条中台遺跡や，花室川下流左

岸の下
しも

広
ひろ

岡
おか

遺跡10）では，大規模な集落跡が確認されている。後期には，周辺地域で貝塚が形成されるようになる。

上
かみ

境
ざかい

旭
あさひ

台
だい

貝塚 11）〈17〉や桜川下流域に存在する国指定史跡の土浦市上
かみ

高
たか

津
つ

貝塚 12）では，後期から晩期にかけ

て形成された貝塚が存在する。これらの貝塚からは，土器などの遺物のほか，動物の骨などの自然遺物も多量

に出土しており，当該期の生業活動を推測する上で良好な資料となっている。また，上野陣場遺跡，上野古屋

　　第１節 位 置 と 地 形

第２章　位 置 と 環 境

　　第２節 歴 史 的 環 境
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第１図　柴崎大堀遺跡・柴崎大日塚周辺遺跡分布図（国土地理院 25,000 分の１「上郷」「常陸藤沢」）
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表１　柴崎大堀遺跡・柴崎大日塚周辺遺跡一覧表

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
・
室
町

江

戸

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
・
室
町

江

戸
① 柴 崎 大 堀 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 33 花 室 儀 量 台 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

② 柴 崎 大 日 塚 ○ ○ 34 上 ノ 室 タ テ 坪 塚 ○ ○

３ 柴 崎 片 岡 上 館 跡 ○ ○ ○ 35 上 ノ 室 城 跡 ○ ○ ○ ○ ○

４ 柴 崎 南 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 36 上ノ室ハマイバ遺跡 ○ ○ ○ ○

５ 柴 崎 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 37 上 ノ 室 十 枚 遺 跡 ○ ○ ○ ○

６ 栗 原 五 竜 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 38 上 ノ 室 野 中 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

７ 栗 原 大 山 西 遺 跡 ○ ○ ○ 39 上ノ室薬師山遺跡 ○ ○ ○

８ 栗 原 十 日 塚 古 墳 ○ 40 上ノ室中坪後遺跡 ○ ○ ○ ○

９ 栗 原 愛 宕 塚 古 墳 ○ 41 上 ノ 室 中 畑 遺 跡 ○ ○ ○ ○

10 上 野 天 神 塚 古 墳 ○ 42 妻 木 坪 内 遺 跡 ○ ○ ○

11 上 野 定 使 古 墳 群 ○ 43 妻 木 宮 前 遺 跡 ○ ○ ○

12 上 野 陣 場 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 44 小 野 崎 館 跡 ○ ○

13 上 野 古 屋 敷 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 45 小 野 崎 宿 遺 跡 ○ ○

14 上 境 作 ノ 内 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 46 倉 掛 天 神 塚 ○ ○

15 上境作ノ内古墳群 ○ 47 倉 掛 千 現 塚 ○ ○

16 上境滝ノ台古墳群 ○ 48 上 境 北 ノ 内 遺 跡 ○ ○ ○

17 上 境 旭 台 貝 塚 ○ ○ 49 上 境 古 屋 敷 遺 跡 ○ ○ ○ ○

18 中 根 中 谷 津 遺 跡 ○ ○ ○ 50 中 根 不 葉 抜 遺 跡 ○ ○ ○ ○

19 横 町 古 墳 群 ○ 51 中 根 宮 ノ 前 遺 跡 ○ ○ ○

20 横 町 庚 申 塚 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 52 中 根 屋 敷 附 館 跡 ○ ○ ○

21 金 田 城 跡 ○ 53 中 根 遺 跡 ○ ○ ○

22 金 田 西 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 54 松 塚 鷺 打 遺 跡 ○ ○ ○

23 九 重 東 岡 廃 寺 ○ ○ ○ 55 栄 土 器 屋 遺 跡 ○ ○ ○

24 金 田 西 坪 Ｂ 遺 跡 ○ ○ ○ 56 栄 屋 敷 付 遺 跡 ○ ○ ○

25 金 田 西 坪 Ａ 遺 跡 ○ 57 松 塚 高 畑 遺 跡 ○ ○ ○

26 東 岡 中 原 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 58 金 田 竜 宮 橋 遺 跡 ○ ○ ○

27 東 岡 南 遺 跡 ○ ○ ○ 59 大 白 畑 遺 跡 ○ ○ ○ ○

28 花 室 後 田 塚 ○ ○ 60 阿 弥 陀 寺 跡 ○ ○

29 東 岡 天 神 前 遺 跡 ○ ○ ○ 61 大 南 遺 跡 ○ ○ ○ ○

30 花 室 城 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 62 古 来 北 ノ 崎 遺 跡 ○ ○ ○

31 花 室 寺 畑 廃 寺 ○ 63 古 来 島 ノ 前 塚 ○ ○

32 花 室 寺 山 前 遺 跡 ○ ○ ○ 64 古 来 館 跡 ○ ○ ○ ○ ○

敷遺跡，上境旭台貝塚，東岡中原遺跡からは，縄文時代に作られたと考えられる陥し穴が確認されており，台

地上が狩猟の場としても利用されていたことが分かる。

　弥生時代の遺跡は，上野陣場遺跡，上野古屋敷遺跡，やや上流にある玉
たま

取
とり

向
むかい

山
やま

遺跡 13）で，後期の集落跡が

確認されているが遺跡数は少ない。

　古墳時代になると遺跡数が急増し，桜川周辺の微高地や台地全域に広がっている。桜川右岸では，上野陣場

遺跡，上野古屋敷遺跡で前期と後期，東岡中原遺跡で中期，柴崎遺跡で後期の集落跡がそれぞれ確認されてい

る。古墳は，全長 80 ｍで当地域最大の前方後円墳である上
うえ

野
の

天
てん

神
じん

塚
づか

古墳〈10〉や，上
うえ

野
の

定
てい

使
し

古墳群〈11〉が

存在している。この他，栗
くり

原
はら

十
とお

日
か

塚
つか

古墳〈８〉，栗
くり

原
はら

愛
あ た ご

宕塚
つか

古墳〈９〉をはじめ，桜川右岸台地縁辺部に，円

筒埴輪・人物埴輪・動物埴輪が出土した上
かみ

境
ざかい

滝
たき

ノ
の

台
だい

古墳群〈16〉，埴輪片・石棺破片が確認された横
よこ

町
まち

古墳群
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〈19〉などが知られている 14）。上
かみ

境
ざかい

作
さく

ノ
の

内
うち

古墳群〈15〉の１号墳では，発掘調査により石棺と被葬者の骨が確

認されている 15）。これらの古墳群のうち，上野天神塚古墳が前期古墳である以外は，いずれも後期古墳である。

　奈良・平安時代の当該地域は，河内郡菅
すが

田
た

郷に属し，その後 12 世紀には田中の荘に属していた。この時代

の遺跡は，桜川と花室川に挟まれた中根，金田を中心とする台地上に集中している。金
こん

田
だ

西
にし

坪
つぼ

Ａ遺跡〈25〉は

従来から河内郡衙の正倉跡と推定されていたが，平成 14 年に金
こん

田
だ

西
にし

遺跡〈22〉，九
ここの

重
え

東
ひがし

岡
おか

廃寺〈23〉，金
こん

田
だ

西
にし

坪
つぼ

Ｂ遺跡〈24〉の確認調査を実施したところ，多数の掘立柱建物跡等が確認され，河内郡衙の郡庁院，正倉院

及び関連建物群であることが明らかになった 16）。九重東岡廃寺は，礎石，瓦塔，瓦，蔵骨器などが出土しており，

確認調査で基壇の一部と溝，堂宇と想定される掘立柱建物跡が検出されているが，寺域や伽藍配置等について

は不明である 17）。この他，柴崎遺跡や東岡中原遺跡でも大規模な集落跡が確認されている。

　中世の遺跡も数多く確認されている。柴崎遺跡では，12 ～ 13 世紀の方形竪穴遺構を中心とした集落跡が，

上野古屋敷遺跡では，溝で区画された掘立柱建物跡を中心とする集落跡が確認されている。桜川左岸には小田

氏の居城であった国指定史跡小
お

田
だ

城跡があり，それに関連すると考えられる城館跡も多い。桜川右岸には，柴
しば

崎
さき

片
かた

岡
おか

上
じょう

館
かん

跡〈３〉，金
こん

田
だ

城跡〈21〉，花
はな

室
むろ

城跡〈30〉，上
うえ

ノ
の

室
むろ

城跡〈35〉，古
ふる

来
く

館跡〈64〉などが位置している。

仏教関連遺跡としては，筑波山の南，三村山麓一帯に中世寺院群が存在しており，つくば市三
み

村
むら

山
さん

清
せい

冷
れい

院
いん

極
ごく

楽
らく

寺
じ

跡には，13 世紀の半ば，大和の高僧忍
にん

性
しょう

が来往して，布教に努めたと伝えられている 18）。当地域は鎌倉時

代から室町時代にかけては小田氏，戦国時代においては小田氏と佐竹氏の支配下となり，中世末まで柴崎地区

は上境・中根・土器屋・松塚・横町・柴崎地区で一郷を構成し，筑波郡と境を接することから境郷とも呼ばれ

ていた。江戸時代は，堀氏玉取藩の知行地となった上野・栗原地区を除き，当該地域の多くが土浦藩に属する

ことになり，明治４年（1871 年）の廃藩置県に至っている。
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柴崎大堀遺跡

　柴崎大堀遺跡は，つくば市の北東部に位置し，桜川右岸の標高約 26 ｍの台地上に位置している。遺跡の所

在する台地は，東に桜川，西に花室川が流れ，二つの河川に挟まれた幅約 1.5㎞の舌状台地となっている。今

回の調査区は，北西・南東方向に約 35 ｍ，北東・南西方向に約 330 ｍの範囲で，舌状台地を横断する形にな

っている。調査面積は 10,897㎡で，調査前の現況は畑地，山林である。

　調査の結果，石器集中地点１か所（旧石器時代），陥し穴６基（縄文時代），堀跡１条とそれに伴う土塁２条

（室町時代），土坑 48 基（平安時代１・江戸時代１・時期不明 46），溝跡７条（江戸時代以降）を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に８箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），土師器（坏・

高台付椀），須恵器（坏・甕），土師質土器（小皿・焙烙・甕），瓦質土器（火鉢），陶器（天目茶碗・丸碗・皿），

磁器（碗），石器・石製品（砥石・硯），銭貨（寛永通寳），瓦，石核，剥片，鉄滓（椀状滓）などである。

　台地縁辺部（Ｅ２e2 区，Ｅ２g9 区）に２か所と台地中央部（Ｃ５e7 ～ C ５g8 区）にテストピットを設定し，

基本土層（第３図）の観察を行った。

　第１層は，表土および土塁盛土である。層厚は 22 ～ 38㎝である。

　第２層は，黒褐色を呈する層である。粘性・締まりともに普通で，層厚は 15 ～ 23㎝である。

　第３層は，暗褐色を呈する漸位層である。粘性・締まりともに普通で，層厚は 18 ～ 26㎝である。

　第４層は，褐色を呈するローム層である。粘性・締まりともに普通で，層厚は 16 ～ 38㎝である。

　第５層は，暗褐色を呈するローム層である。粘性は普通で，締まりは強く，層厚は 16 ～ 25㎝である。第２

黒色帯と考えられる。

　第６層は，褐色を呈するローム層である。粘性・締まりともに強く，黒色化した鉄分を含んでいる。鉄分は

下部にいくにつれて多くなる。層厚は 15 ～ 40㎝である。

　第７層は，灰白色を呈する粘土層である。粘性・締まりともに非常に強く，層厚は 140㎝程度である。色調

の違いや鉄分の含有でさらに分層ができる。常総粘土層に比定できる。

　第８層は，明赤褐色を呈する漸位層である。酸化鉄を非常に多く含んだ粘土と砂の互層で，粘性は普通で締

まりは強く，層厚は 14㎝程度である。

　第９層は，灰色を呈する砂層である。粘性は弱く締まりは非常に強い。酸化鉄の含有やクロスラミナが入る

ことでさらに分層ができる。層厚は 186㎝まで確認し，下部は未掘である。竜ヶ崎層に比定できる。第１号堀

跡はこの層まで掘り込んでいる。

　第７層下部以下は，第１号堀跡の壁面での確認である。

　遺構は主に第４層上面で確認した。

　　第１節 調 査 の 概 要

　　第２節 基 本 層 序

第３章　柴 崎 大 堀 遺 跡
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第３図　基本土層図
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柴崎大堀遺跡

１　旧石器時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，石器集中地点１か所を確認した。第６号溝跡の底面に旧石器時代の遺物が露出していた

ため，そこを中心に２ｍ四方のグリッドを設定し，調査範囲を拡張しながらローム層の掘削を行った。調査

面積は 90㎡である。

　接合した遺構外出土遺物１点を含め，出土した石核・剥片の総数は 39 点である。すべてに通し番号を付し，

観察表を掲載した。接合資料および特徴的な剥片については実測図を掲載し，実測番号を観察表の備考欄に

記載した。

　　第３節 遺 構 と 遺 物

第４図　旧石器時代調査区設定図
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　石器集中地点

　第１号石器集中地点（平成 28年度）（第５～ 12 図）

位置　調査区西部のＥ２g2 区，標高 24 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

遺物出土状況　石核５点，剥片 32 点，破片１点が，基本層序の第４層（褐色ローム層）と第５層（第２黒色帯）

から南北 2.8 ｍ，東西 2.0 ｍの範囲で出土している。遺構外出土遺物から接合した資料１点を含め，計 39 点を

確認した。石材は，珪質頁岩 18 点（うち 15 点が接合資料１），安山岩 21 点（うち 11 点が接合資料２，９点が

接合資料３）である。36 は接合資料の安山岩とは異なる母岩である。37 ～ 39 は接合資料１と，接合資料２・

３はそれぞれ同一母岩の可能性がある。

所見　時期は，出土石器類と出土層位から後期旧石器時代前葉（武蔵野台地Ⅸ層段階）に比定できる。接合状

況や石質から判断して，拳大の母岩から小形の剥片を抽出するための作業を行った場所であったと考えられる。

第５図　第１号石器集中地点出土遺物分布図
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柴崎大堀遺跡

第６図　第１号石器集中地点出土遺物実測図（１）
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第７図　第１号石器集中地点出土遺物実測図（２）
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柴崎大堀遺跡

第８図　第１号石器集中地点出土遺物実測図（３）

第１号石器集中地点出土遺物観察表（第６～８図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 標　高 備　考

01 剥片 2.0 2.4 0.4 1.66 珪質頁岩 背面に自然面残存 Ｅ２g2 24.286 Ｑ１ 　PL ８ 
接合資料１

02 剥片 2.5 2.4 0.7 2.04 珪質頁岩 自然面残存 Ｅ２g2 24.295 Ｑ２ 　PL ８ 
接合資料１

03 剥片 3.3 2.5 0.7 4.31 珪質頁岩 背面に自然面残存 Ｅ２h2 24.260 Ｑ３ 　PL ８ 
接合資料１

04 剥片 3.3 3.7 1.3 11.75 珪質頁岩 背面に自然面残存 Ｅ２g2 24.258 Ｑ４ 　PL ８ 
接合資料１

05 剥片 1.7 3.0 0.7 2.47 珪質頁岩 背面に自然面残存 Ｅ２h2 24.313 Ｑ５ 　PL ８ 
接合資料１

06 剥片 2.0 1.9 0.8 2.14 珪質頁岩 背面に前段階の剥離痕 表土 － Ｑ６ 　PL ８ 
接合資料１

07 剥片 3.4 4.0 1.1 17.15 珪質頁岩 自然面残存　背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.287 Ｑ７ 　PL ８ 
接合資料１

08 剥片 （1.5） 1.0 0.3 （0.33） 珪質頁岩 剥離作業時に生じた残骸 Ｅ２g2 24.276 Ｑ８ 　PL ８ 
接合資料１

09 剥片 3.2 3.5 1.4 11.06 珪質頁岩 背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.302 Ｑ９ 　PL ８ 
接合資料１

10 剥片 2.0 2.5 0.8 2.93 珪質頁岩 自然面残存　背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.298 Ｑ 10　PL ８ 
接合資料１

11 剥片 2.3 2.9 0.7 3.31 珪質頁岩 自然面残存　背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.254 Ｑ 11　PL ８ 
接合資料１

12 剥片 （2.9） 2.5 0.7 （3.53） 珪質頁岩 自然面残存　背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.270 Ｑ 12　PL ８ 
接合資料１

13 剥片 3.1 3.6 1.6 11.81 珪質頁岩 自然面残存　背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.265 Ｑ 13　PL ８ 
接合資料１

14 剥片 2.9 4.9 1.0 10.21 珪質頁岩 自然面残存　背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.276 Ｑ 14　PL ８ 
接合資料１

15 石核 6.9 6.9 4.4 236.63 珪質頁岩 自然面残存 Ｅ２h2 24.243 Ｑ 15　PL ８ 
接合資料１

０ ５㎝

Ｑ15

０ ５㎝

Ｑ15

０ ５㎝

Ｑ15



－ 18 －

第９図　第１号石器集中地点出土遺物実測図（４）
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柴崎大堀遺跡

第 10図　第１号石器集中地点出土遺物実測図（５）

第１号石器集中地点出土遺物観察表（第９・10 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 標　高 備　考

16 剥片 1.6 3.2 2.4 9.21 安山岩 自然面残存　背面に前段階の剥離痕　打面作出の
ための剥離 Ｅ２g2 24.289 Ｑ 16　PL ９ 

接合資料２
17 剥片 2.1 1.6 0.4 1.09 安山岩 背面に前段階の剥離痕 Ｅ２h2 24.274 Ｑ 17　PL ９ 

接合資料２
18 剥片 2.0 2.7 0.7 3.20 安山岩 背面に風化した前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.278 Ｑ 18　PL ９ 

接合資料２
19 剥片 1.6 1.1 0.4 0.39 安山岩 打面調整のための剥片 Ｅ２g2 24.248 Ｑ 19　PL ９ 

接合資料２
20 剥片 1.8 1.0 0.4 0.43 安山岩 剥離作業時に生じた残骸 Ｅ２g2 24.311 Ｑ 20　PL ９ 

接合資料２
21 剥片 1.3 1.5 0.6 0.94 安山岩 剥離作業時に生じた残骸　背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.310 Ｑ 21　PL ９ 

接合資料２
22 剥片 2.8 1.9 0.6 1.75 安山岩 剥離作業時に生じた残骸 Ｅ２g2 24.313 Ｑ 22　PL ９ 

接合資料２
23 石核 2.4 1.6 1.0 1.30 安山岩 24 と接合した状態の残核が折れて分散 Ｅ２h2 24.299 Ｑ 23　PL ９ 

接合資料２
24 石核 2.1 1.2 1.5 1.18 安山岩 23 と接合した状態の残核が折れて分散 Ｅ２g2 24.292 Ｑ 24　PL ９ 

接合資料２
25 剥片 1.1 2.2 0.5 0.59 安山岩 剥離作業時に生じた残骸　背面に前段階の剥離痕 Ｅ２h2 24.332 Ｑ 25　PL ９ 

接合資料２
26 石核 5.0 3.1 2.6 38.92 安山岩 自然面残存 Ｅ２g2 24.262 Ｑ 26　PL ９ 

接合資料２

０ ５㎝
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第 11図　第１号石器集中地点出土遺物実測図（６）
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柴崎大堀遺跡

第 12図　第１号石器集中地点出土遺物実測図（７）
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第１号石器集中地点出土遺物観察表（第 11・12 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 標　高 備　考

27 剥片 3.1 4.5 1.2 12.44 安山岩 自然面残存　背面に風化した前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.336 Ｑ 27　PL ９ 
接合資料３

28 剥片 1.8 3.1 0.4 1.51 安山岩 細かい剥離痕のある剥片 Ｅ２h2 24.248 Ｑ 28　PL ９ 
接合資料３

29 剥片 1.2 1.8 0.5 0.57 安山岩 打面調整のための剥離 Ｅ２g2 24.309 Ｑ 29　PL ９ 
接合資料３

30 剥片 3.0 1.3 0.9 2.24 安山岩 背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.259 Ｑ 30　PL ９ 
接合資料３

31 剥片 1.9 1.3 0.6 1.28 安山岩 背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.295 Ｑ 31　PL ９ 
接合資料３

32 剥片 1.7 2.2 0.4 1.14 安山岩 背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.278 Ｑ 32　PL ９ 
接合資料３

33 剥片 1.7 1.6 0.7 1.40 安山岩 背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.267 Ｑ 33　PL ９ 
接合資料３

34 剥片 1.2 1.3 0.5 0.52 安山岩 剥離作業時に生じた残骸　背面に前段階の剥離痕 Ｅ２h2 24.250 Ｑ 34　PL ９ 
接合資料３

35 石核 6.6 5.3 4.4 136.43 安山岩 自然面残存　一部風化した剥離痕 Ｅ２h2 24.239 Ｑ 35　PL ９ 
接合資料３

36 剥片 2.7 3.4 0.6 3.19 安山岩 微細剥離痕のある剥片　背面に前段階の剥離痕 Ｅ２g2 24.258 Ｑ 36　PL ９

37 剥片 （1.6） 1.3 0.3 （0.67） 珪質頁岩 剥離作業時に生じた残骸 Ｅ２g2 24.303 

38 剥片 （2.0） ［1.7］ 0.4 （0.62） 珪質頁岩 被熱しやや赤色化 Ｅ２g2 24.311 

39 破片 （1.1） （0.9） （0.6） （0.49） 珪質頁岩 剥離作業時に生じた残骸（打点部） Ｅ２g2 24.318 

　陥し穴

２　縄文時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，陥し穴６基を確認した。以下，遺構について記述する。

土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量 ２　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 13図　第１号陥し穴実測図

　第１号陥し穴（平成 27年度）（第 13 図）

位置　調査区中央部のＣ５a8 区，標高 24 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１号堀に掘り込まれている。

規模と形状　長径 2.23 ｍ，短径 1.23 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 80 －゚Ｗである。深さは 46㎝で，底面は

平坦である。短径方向の断面形は V 字状で，壁は緩やかに傾斜している。底面で逆茂木の痕と想定されるピ

ット４か所を確認した。

覆土　２層に分層できる。第２層はロームブロックを含む壁面の崩落土で，第１層は周囲の土砂が流れ込んだ

自然堆積である。

所見　遺物は出土していないが，時期は遺構の形状から縄文時代と考えられる。

０ ２m

Ｃ５ａ８
-Ｓ１ｍ

A′

B′

A

B

A

B

A′

B′

１

２

24.8m



－ 23 －

柴崎大堀遺跡

土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量

３　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 14図　第２号陥し穴実測図

　第２号陥し穴（平成 27年度）（第 14 図）

位置　調査区中央部のＢ５j9 区，標高 24 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１号堀に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.62 ｍ，短径 1.04 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 69 －゚Ｗである。深さは 63㎝で，底面は

平坦である。短径方向の断面形は V 字状で，壁は外傾している。底面で逆茂木の痕と想定されるピット２か

所を確認した。

覆土　３層に分層できる。第２・３層はロームブロックを含む壁面の崩落土で，第１層は周囲の土砂が流れ込

んだ自然堆積である。

所見　遺物は出土していないが，時期は遺構の形状から縄文時代と考えられる。

土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量

３　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 15図　第３号陥し穴実測図

　第３号陥し穴（平成 27年度）（第 15 図）

位置　調査区中央部のＣ５g7 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　本跡埋没後に第２号土塁が構築されている。

規模と形状　長径 1.82 ｍ，短径 0.96 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 90 で゚ある。深さは 53㎝で，底面は平坦

である。断面形は逆台形で，壁は外傾している。

覆土　３層に分層できる。第２・３層はロームブロックを含む壁面の崩落土で，第１層は周囲の土砂が流れ込

んだ自然堆積である。

所見　遺物は出土していないが，時期は遺構の形状から縄文時代と考えられる。

　第４号陥し穴（平成 27年度）（第 16 図）

位置　調査区中央部のＣ５e8 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　本跡埋没後に第２号土塁が構築されている。
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土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量

３　黒 褐 色　ロームブロック中量
４　暗 褐 色　ロームブロック多量

第 16図　第４号陥し穴実測図

所見　遺物は出土していないが，時期は遺構の形状から縄文時代と考えられる。

第 17図　第５号陥し穴実測図

　第５号陥し穴（平成 27年度）（第 17 図）

位置　調査区中央部のＣ５e7 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１号堀に掘り込まれている。

規模と形状　長径 2.12 ｍ，短径 1.07 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－７ －゚Ｅである。深さは 52㎝で，底面は

平坦である。断面形は逆台形で，壁は外傾している。底面で逆茂木の痕と想定されるピット２か所を確認した。

覆土　７層に分層できる。第２～７層は不規則な堆積状況を示していることから埋め戻されている。第１層は

周囲の土砂が流れ込んだ自然堆積である。

規模と形状　長径 2.16 ｍ，短径 1.00 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 32 －゚Ｅである。深さは 69㎝で，底面は

平坦である。短径方向の断面形は V 字状で，壁は外傾している。

覆土　４層に分層できる。第３・４層はロームブロックを含む壁面の崩落土で，第１・２層は周囲の土砂が流

れ込んだ自然堆積である。

土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　灰 褐 色　ロームブロック少量
３　黒 褐 色　ロームブロック微量
４　暗 褐 色　ロームブロック微量

５　黒 褐 色　ロームブロック中量
６　暗 褐 色　ロームブロック中量
７　黒 褐 色　ロームブロック少量

所見　遺物は出土していないが，時期は遺構の形状から縄文時代と考えられる。
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土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量

３　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
４　暗 褐 色　ロームブロック少量

第 18図　第６号陥し穴実測図

　第６号陥し穴（平成 27年度）（第 18 図　PL ６）

位置　調査区中央部のＣ５h6 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　本跡埋没後に第２号土塁が構築されている。

規模と形状　長径 2.03 ｍ，短径 1.22 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 84 －゚Ｗである。深さは 105㎝で，底面

は平坦である。短径方向の断面形は V 字状で，壁はほぼ直立している。底面で逆茂木の痕と想定されるピッ

ト２か所を確認した。

覆土　４層に分層できる。第４層はロームブロックを含む壁面の崩落土で，第１～３層は周囲の土砂が流れ込

んだ自然堆積である。

所見　遺物は出土していないが，時期は遺構の形状から縄文時代と考えられる。

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｃ５a8 Ｎ－ 80°－Ｗ 楕円形 2.23 × 1.23 46 平坦 V 字状 自然 ピット４か所
本跡→ SD １

２ Ｂ５j9 Ｎ－ 69°－Ｗ 楕円形 1.62 × 1.04 63 平坦 V 字状 自然 ピット２か所
本跡→ SD １

３ Ｃ５g7 Ｎ－ 90°　　 楕円形 1.82 × 0.96 53 平坦 逆台形 自然 本跡→ SA ２

４ Ｃ５e8 Ｎ－ 32°－Ｅ 楕円形 2.16 × 1.00 69 平坦 V 字状 自然 本跡→ SA ２

５ Ｃ５e7 Ｎ－７°－Ｅ 楕円形 2.12 × 1.07 52 平坦 逆台形 人為・自然 ピット２か所
本跡→ SD １

６ Ｃ５h6 Ｎ－ 84°－Ｗ 楕円形 2.03 × 1.22 105 平坦 V 字状 自然 ピット２か所
本跡→ SA ２

表２　縄文時代陥し穴一覧表

３　平安時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，土坑１基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　土坑

　第 46 号土坑（平成 28 年度）（第 19 図　PL ６）

位置　調査区西部のＦ１b6 区，標高 24 ｍほどの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長軸 1.96 ｍ，短軸 0.65 ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－７ －゚Ｅである。深さは 22㎝で，底

面は平坦である。壁はほぼ直立している。

覆土　単一層である。ロームブロックが不規則に含まれていることから，埋め戻されている。
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土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量

第 19図　第 46 号土坑・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器１点（高台付椀）が，底面に伏せられた状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。形状や遺物の出土状況から，墓坑の可能性がある。

第 46 号土坑出土遺物観察表（第 19 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

1 土師器 高台付椀 14.8 5.9 8.3 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通

体部下端回転ヘラ削り　体部内面横・斜位のヘラ
磨き　底部内面見込み外周に沿って円状の磨き
内面黒色処理

底面 100%　PL10

　⑴　堀 跡

４　室町時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，堀跡１条，土塁２条を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。これらの遺構

　は江戸時代まで改変され利用され続けているため，遺物については江戸時代のものを含んでいる。

　第１号堀跡（平成 21・26 ～ 28 年度）（付図１　第 20 ～ 22 図　PL １～５）

位置　Ｆ１f6 ～Ａ７c9 区，標高 24 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１・２・５号陥し穴を掘り込み，第２・３・４・８号溝，第２～ 24・27 ～ 33・39 ～ 41 号土坑

に掘り込まれている。

規模と形状　両端が調査区域外に延びており，確認できた長さは 328.8 ｍである。Ｆ１f6 区から北東方向（Ｎ

－ 51°－Ｅ）へわずかに蛇行をしながら直線状に延びている。規模は，上幅 7.9 ～ 16.4 ｍで，下幅や深さ，形

状は場所によって異なるため，南西部から順に記載していく。Ｆ１f6 ～Ｅ２c1 区（平成 28 年度）は，上面が

削平されているため，遺構確認面からの深さである。

　Ｆ１f6 区（Ａライン）では，深さ 1.6 ｍ，下幅は 1.2 ｍ，断面が逆台形状で，壁は外傾している。南西方向

は調査区域外に延びている。

　Ｆ１e5 ～Ｆ１d8 区では，深さ 1.0 ｍ（Ａライン），下幅約 3.0 ｍ，断面が逆台形状で壁は緩やかに立ち上が

っている。

　Ｆ１d8 ～Ｅ２g8 区（Ｂ・Ｉライン）では，深さ 2.0 ～ 2.8 ｍ，下幅 0.9 ～ 1.2 ｍ，断面が逆台形状で，壁は

下部が外傾し上部が緩やかに立ち上がっている。Ｅ２j2 区とＥ２h3 区の２か所で，底面が約 0.4 ｍずつ階段状

に高くなっている。Ｅ２i3 ～Ｅ２f6 区間で形状が徐々に変化し，Ｅ２f6 区（Ｊライン）では，断面がＶ字状で，

1
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壁は緩やかに立ち上がっている。

　Ｅ２g8 ～Ｄ４g3 区（Ｃ・Ｅ・Ｋライン）では，深さ 4.8 ～ 4.9 ｍ，下幅 1.0 ～ 1.4 ｍ，断面が逆台形状で，

壁面の上部に平坦部を有している。壁は場所によって異なり，下部はほぼ直立し，上部は外傾してから緩やか

に立ち上がる場所と，下部は外傾し，上部は緩やかに立ち上がる場所がある。角度に違いはあるが，全体的な

形状は大きく変化していない。

　Ｄ４e2 ～Ｃ５g5 区（Ｆ・Ｌ・Ｍライン）では，深さ 1.1 ～ 2.3 ｍ，下幅 4.2 ～ 7.0 ｍ，断面が逆台形状で壁

は緩やかに立ち上がっている。Ｃ４h9 ～Ｃ５j1 区（Ｌライン）とＣ５g2 ～Ｃ５g3 区（Ｍライン）の底面に，

深さ 40㎝程度の長方形の掘り込みがある。規模はそれぞれ長軸 9.6 ｍ，短軸 4.8 ｍと，長軸 8.0 ｍ，短軸 5.1 ｍ

である。

　Ｃ５g5 ～Ｃ５d9 区（Ｎ・Ｏライン）では，深さ 5.0 ～ 5.5 ｍ，下幅 0.4 ｍである。断面がＶ字状で，南東側

壁面の中央に平坦部を有している。壁は下部が細かな凹凸を持ちながら外傾し，上部が緩やかに立ち上がって

いる。Ｃ５e5 区の底面は障壁で，２区画に分かれた障子堀になっている。

　Ｃ５d9 ～Ｃ６a2 区では，深さ 1.2 ｍ，下幅 3.8 ｍ，断面が逆台形状で壁は緩やかに立ち上がっている。

　Ｃ６a2 ～Ｂ６h5 区（Ｇライン）では，深さ 3.8 ｍ，下幅 0.3 ｍ，断面がＶ字状で南東側壁面の中央に平坦部

を有している。壁は北側下部がほぼ直立し，南側下部が外傾し，上部が緩やかに立ち上がっている。

　Ｂ６h5 ～Ａ７c9 区（Ｈ・Ｐ・Ｑライン）では，深さ 1.8 ～ 2.8 ｍ，下幅 1.1 ～ 2.7 ｍ，断面が逆台形状で壁

は緩やかに立ち上がっている。Ｂ６b0 区で段差を有し，約 0.5 ｍ低くなっている。Ａ７c9 区の調査区域北東

側の土層（Ｈライン）で，底面から深さ 0.3 ｍ，幅 1.1 ｍの掘り込みを確認した。

覆土と構造　本跡は，長期間改変を繰り返しながら利用されていたことが確認できる。土層の堆積状況は大略

は類似する点が多いが，各層位の対応関係をすべて明確にすることはできないため，Ａ～Ｇ各土層の堆積状況

と本跡の構造を記載する。

　Ａラインは 17 層に分層でき３段階に大別できる。第１段階は第 12 ～ 17 層で，北側から土が投げ込まれて

埋め戻されている。第２段階は第６～ 11 層で，第８～ 11 層が埋め戻されたのち，第６・７層が自然堆積して

いる。前段階の埋め戻し後に掘り直した痕跡が見られる。第３段階は第１～５層で，自然堆積である。前段階

との間に不整合面が確認でき，この段階で一度堀底を整地したことが考えられる。

　Ｂラインは 19 層に分層でき３段階に大別できる。第１段階は第 11 ～ 19 層で，粘土ブロックが多く含まれ

ていることから埋め戻されている。第２段階は第６～ 10 層で，ロームブロックや粘土ブロックが含まれてい

ることから埋め戻されている。前段階とは混入物からみる堆積の様相が一変することから，別の時期の埋め戻

しと判断した。この段階の埋め戻し時に地山を掘り込み，第５層下を平坦にして堀幅を広げていると考えられ

る。第３段階は第１～５層で，第５層が埋め戻されたのち，第３・４層が自然堆積し，さらに第１・２層が埋

め戻されている。

　Ｃラインは 25 層に分層でき３段階に大別できる。第１段階は第 14 ～ 25 層で，粘土ブロックや砂質土ブロ

ックが含まれていることから埋め戻されている。第 14 層は南側から土が投げ込まれており，前後の層と不整

合で層厚も異なるため，堆積段階が異なる可能性がある。第２段階は第 10 ～ 13 層で，南側から土が投げ込ま

れて埋め戻されている。この段階の埋め戻し時に，地山を掘り込み第 7 ～９層下を階段状にして堀幅を広げて

いると考えられる。第８・９層がその後の段階の拡張である可能性があるが，第３段階の堆積が全て自然堆積

であるため同じ時期の拡張と判断した。第３段階は第２～９層で，土砂が周囲から流れ込んだ自然堆積である。

　Ｅラインは 31 層に分層でき３段階に大別できる。第１段階は第 27 ～ 31 層で，粘土ブロックが多く含まれ
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ていることから埋め戻されており，第 28 ～ 31 層は水中で堆積している。第２段階は第９～ 26 層で，第 19 ～

25 層が自然堆積したのち，第９～ 17 層が主に南側から土が投げ込まれ埋め戻されている。前段階との境に，

堀底を整地した痕跡が確認でき，第 26 層はその際の掘方である。この段階の埋め戻し時に，地山を掘り込み

第１・２・７層下を階段状にして堀幅を広げていると考えられる。第３段階は第１～７層で，土砂が周囲から

流れ込んだ自然堆積である。第８層はロームブロックが含まれる埋め戻しの層で，この層下にも堀幅を広げた

痕跡がみられるが，どの段階に含まれるか明確にできなかった。

　Ｆラインは 11 層に分層でき３段階に大別できる。第１段階は第７～ 11 層で，土砂が周囲から流れ込んだ自

然堆積である。第 11 層は，本跡より古い別遺構の可能性がある。この段階の後に地山を掘り込み，第６層下

を平坦にして堀幅を広げている。第２段階は第６層で，自然堆積である。第３段階は第１～５層で，第２～５

層が自然堆積したのち第１層が埋め戻されている。３段階の大別ができるが，総じて黒褐色・暗褐色土が主体

であり，堆積の様相は他の場所の最終段階と類似する。

　Ｇラインは 23 層に分層でき３段階に大別できる。第１段階は第 16 ～ 23 層で，南側から土が投げ込まれて

埋め戻されている。この段階の埋め戻し時に堀幅を広げている可能性がある。第２段階は第９～ 15 層で，第

13 ～ 15 層が自然堆積したのち，第９～ 12 層が北側から土が投げ込まれて埋め戻されている。第３段階は第

１～８層で，第７・８層が自然堆積したのち第 1 ～６層が埋め戻されている。

　Ｈラインは 13 層に分層でき２段階に大別できる。第１段階は第７～ 13 層で，北側から土が投げ込まれて埋

め戻されている。この段階の後に地山を掘り込み，第６層下を平坦にして堀幅を広げている。第２段階は第１

～６層で，第５・６層が自然堆積したのち第１～４層が埋め戻されている。

　全体を通して，２段階から３段階の変遷が確認できる。深い場所は部分的に崩落土による埋没の可能性があ

るが，全体的な傾向として，埋め戻しながら拡幅を行うことを繰り返している。調査区域の東西端では，拡幅

だけではなく軸の移動を行っていることが確認できる。

土層解説（Ａライン）
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
４　暗 褐 色　ローム粒子少量，粘土ブロック・炭化物微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
６　極 暗 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
７　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック微量
８　褐 色　ローム粒子中量，粘土ブロック少量
９　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量

10　褐 色　粘土ブロック中量，ロームブロック微量
11　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量
12　褐 色　粘土ブロック多量
13　暗 褐 色　ローム粒子少量，粘土ブロック微量
14　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量
15　黒 褐 色　粘土ブロック多量
16　黒 褐 色　粘土ブロック少量，ローム粒子微量
17　褐 色　粘土ブロック多量，黒色粒子少量

土層解説（Ｂライン）
１　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量
２　暗 褐 色　ローム粒子中量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
４　暗 褐 色　ローム粒子少量
５　にぶい黄褐色　ローム粒子少量，粘土ブロック微量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量
７　暗 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量
８　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量
９　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量，黒色粒子　
　　　　　　　　微量

10　褐 色　粘土ブロック中量，黄橙色砂少量，黒色粒子微量
11　にぶい黄橙色　粘土ブロック多量
12　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量
13　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，黒色粒子少量
14　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，黒色粒子少量
15　褐 色　粘土ブロック少量
16　褐 色　粘土ブロック・黄褐色砂中量
17　黄 褐 色　粘土ブロック多量，黄褐色砂少量
18　明 黄 褐 色　粘土ブロック多量，黄褐色砂少量
19　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，黄褐色砂少量

土層解説（Ｃライン）
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，粘土ブロック微量
２　黒 褐 色　ロームブロック微量
３　暗 褐 色　ローム・粘土粒子微量
４　黒 褐 色　ローム粒子少量
５　黒 褐 色　ローム粒子微量
６　暗 褐 色　ロームブロック少量
７　褐 色　ローム粒子少量，黒色粒子微量

８　褐 色　ローム粒子中量
９　暗 褐 色　ローム粒子少量
10　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量
11　暗 褐 色　ローム粒子中量，黒色粒子少量
12　褐 色　ローム粒子中量，粘土ブロック少量
13　褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，黒色粒子微量
14　褐 色　粘土ブロック多量，粘土ブロック少量



柴崎大堀遺跡

－ 29・30 －

０ ４ｍ

１ ２

３

４５ ７

８

９

10

５10 10

表土

SK25

D D′
28.0m

表土

SA１ SA２

27.0m

26.0m

25.0m

１

２

３

４

５
６

８
９

10 11

12

13

14

1516 17

18

19

20

表土

表土

７

21

22

23
24

25

表土 11
11 11 ６

C C′
26.0m

SA１ SA２
25.0m

24.0m

23.0m

22.0m

K

１

２

３

４

５

６
７

８

９

10
11

12
13

表土

SD2

H H′
25.0m

24.0m

23.0m

22.0m

１

２

３

４

６

７
８

９

10
11

12
13

14
15

16
17

18

19

２３ KK

５

B B′
25.0m

21.0m

22.0m

23.0m

24.0m
K表土

１
２

３
４

５

６ ７

８ ９
10

11

12

13

141516
17

A A′
25.0m

22.0m

23.0m

24.0m

第 20図　第１号堀跡・第１・２号土塁実測図（１）
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第 21図　第１号堀跡・第１・２号土塁実測図（２）
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15　にぶい褐色　粘土粒子少量，ローム粒子・黒色粒子微量
16　にぶい褐色　粘土ブロック中量
17　褐 色　粘土ブロック少量
18　明 褐 色　砂質土中量，粘土ブロック少量
19　にぶい褐色　砂質土中量，粘土ブロック少量
20　にぶい褐色　粘土ブロック・砂質土ブロック中量

21　褐 色　砂質粘土多量，粘土ブロック・酸化鉄微量
22　にぶい黄褐色　粘土ブロック・砂質土ブロック中量
23　にぶい黄褐色　砂質土ブロック中量
24　灰 褐 色　砂多量
25　にぶい黄褐色　粘土ブロック・砂質土ブロック中量

土層解説（Ｅライン）
１　黒 褐 色　ロームブロック・砂少量
２　黒 色　ロームブロック少量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量
５　黒 色　ローム粒子少量
６　黒 褐 色　ローム粒子少量
７　黒 褐 色　ローム粒子中量
８　暗 褐 色　ローム粒子中量
９　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量
10　暗 褐 色　粘土ブロック中量，ロームブロック少量
11　黒 褐 色　粘土ブロック多量，ローム粒子少量
12　黒 褐 色　粘土ブロック多量，ロームブロック少量
13　暗 褐 色　粘土ブロック中量
14　黒 褐 色　粘土ブロック多量
15　黒 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子少量
16　暗 褐 色　粘土ブロック少量

17　黒 褐 色　粘土ブロック少量
18　にぶい黄褐色　黄褐色砂微量
19　にぶい黄褐色　黄褐色砂少量
20　にぶい黄褐色　灰黄色シルトブロック少量
21　にぶい黄褐色　黄褐色シルトブロック少量
22　にぶい黄褐色　黄褐色シルトブロック中量
23　にぶい黄褐色　灰黄色粘土ブロック少量
24　にぶい黄褐色　黄褐色粘土ブロック少量
25　にぶい黄褐色　灰黄色粘土ブロック中量
26　灰 黄 色　灰黄色粘土ブロック多量
27　黄 褐 色　粘土ブロック中量
28　暗 褐 色　粘土ブロック多量
29　黄 褐 色　粘土ブロック多量
30　灰 黄 色　粘土ブロック多量
31　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量

土層解説（Ｆライン）
１　黒 褐 色　ロームブロック中量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量
４　黒 褐 色　ローム粒子少量
５　暗 褐 色　ローム粒子少量
６　黒 色　ローム粒子微量

７　黒 褐 色　ロームブロック微量
８　暗 褐 色　ロームブロック微量
９　暗 褐 色　ローム粒子微量
10　黒 褐 色　ローム粒子中量
11　黒 褐 色　ローム粒子微量

土層解説（Ｈライン）
１　黒 褐 色　ロームブロック微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量
３　暗 褐 色　ロームブロック・砂少量
４　褐 色　ロームブロック多量
５　黒 褐 色　砂少量，ローム粒子微量
６　黒 褐 色　ロームブロック少量
７　黒 褐 色　ローム粒子・砂少量

８　黒 褐 色　ロームブロック・砂少量
９　褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量
10　黒 褐 色　粘土ブロック少量
11　暗 褐 色　ローム粒子中量，粘土ブロック少量
12　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量
13　褐 色　ロームブロック・粘土ブロック中量

土層解説（Ｇライン）
１　黒 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ローム粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子微量
５　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
６　極 暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
７　黒 褐 色　粘土ブロック微量
８　黒 褐 色　粘土ブロック少量
９　黒 褐 色　粘土ブロック中量
10　黒 色　粘土ブロック中量
11　黒 褐 色　粘土ブロック中量，黒色粒子微量

12　黒 褐 色　粘土ブロック多量
13　黒 色　ローム粒子微量
14　黒 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量
15　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量
16　にぶい黄橙色　粘土ブロック多量
17　明 黄 褐 色　粘土ブロック多量
18　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量
19　暗 灰 色　粘土ブロック少量
20　にぶい赤褐色　粘土ブロック中量，灰褐色砂少量
21　暗 青 灰 色　粘土ブロック少量
22　灰 褐 色　粘土ブロック・灰褐色砂中量
23　明 褐 色　黄褐色砂多量

遺物出土状況　土師質土器片９点（焙烙７，甕２），瓦質土器片１点（甕），陶器１点（丸碗），金属製品３点

（鉄鍋カ），銭貨６点（寛永通寳），人骨片（149.5g）のほか，縄文土器片１点（深鉢），土師器片１点（坏），須

恵器片３点（甕），石製品１点（硯），瓦片１点，鉄滓２点が出土している。遺物は全て近世のもので，中世の

ものは出土していない。２は北東部の底面から，３・Ｍ１はＣ４h9 ～Ｃ５j1 区の方形の掘り込み底面から近

接して出土している。Ｍ１は六道銭で，６枚が癒着し，紐が付いた状態で出土した。出土地点が墓坑の底面と

考えられる。また，Ｃ５g2 ～Ｃ５g3 区の方形の掘り込み壁面から，人骨片が出土している。墓坑が存在した

可能性があり，出土地点のみ図面上に記載した。

所見　本跡の構築時期は遺物からは判断できないが，一番古い段階に大型の薬研堀の形状がみられることか
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第 22図　第１号堀跡出土遺物実測図

ら，16 世紀代と考えられる。その後，深い掘り込み部分を埋め戻しながら拡幅や改変を行い，17 世紀前半ま

では機能していたものと考えられる。調査区域中央部の掘り込みが比較的浅い範囲（Ｄ４e1 ～Ｃ５f4 区）で

は，長方形の掘り込みが存在し，その範囲内から人骨片や六道銭が出土している。また，墓坑の可能性をもつ

第 27 号土坑と近接しており，17 世紀代に入ってからは墓域として利用されたと考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

２ 土師質
土器 焙烙 ［35.0］（6.6）［20.6］長石・石英・

雲母 にぶい橙 普通 内耳２か所遺存　内面ナデ　外面煤付着 底面 15%　PL10

第１号堀跡出土遺物観察表（第 22 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉　薬 産　地 出土位置 備　考

３ 陶器 丸碗 ［10.6］ 7.2 5.2 緻密・にぶい赤
褐色 / 黒 高台部露胎 鉄釉 瀬戸 底面 70%　PL10

連房期

番号 種　別 銭　名 径 孔径 重量 材質 初 鋳 年 特　　　　徴 出土位置 備　考
Ｍ１
－１ 銭貨 寛永□寳 2.44 0.53 （2.76） 銅 1636 年 古寛永　背無銭　表面に紐付着 底面 PL11

六道銭
Ｍ１
－２ 銭貨 寛永通寳 2.44 0.55 3.13 銅 1636 年 古寛永　背無銭 底面 PL11

六道銭
Ｍ１
－３ 銭貨 寛永通寳 2.42 0.58 2.87 銅 1636 年 古寛永　背無銭 底面 PL11

六道銭
Ｍ１
－４ 銭貨 寛永通寳 2.32 0.55 2.15 銅 1636 年 古寛永　背無銭 底面 PL11

六道銭
Ｍ１
－５ 銭貨 寛永通寳 2.42 0.54 2.91 銅 1636 年 古寛永　背無銭 底面 PL11

六道銭
Ｍ１
－６ 銭貨 寛永通寳 2.47 0.58 2.76 銅 1636 年 古寛永　背無銭 底面 PL11

六道銭

２

３

Ｍ１-６Ｍ１-５Ｍ１-４Ｍ１-３Ｍ１-２Ｍ１-１

０ ２㎝

０ 10㎝

２

３

Ｍ１-６Ｍ１-５Ｍ１-４Ｍ１-３Ｍ１-２Ｍ１-１

０ ２㎝

０ 10㎝
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遺物出土状況　土塁の構築土層および流出土から，縄文土器片 26 点（深鉢），須恵器片３点（鉢１，甕２），

土師質土器片 19 点（小皿５，甕 14），磁器片１点（碗），漆器片１点（椀），石器１点（敲石），剥片１点が出

土している。土塁の構築時期を示す遺物は出土していない。

所見　第１号堀跡に伴う土塁であり，構築時期は 16 世紀代と考えられる。残存状態が良好な場所は，第１号

堀跡の深掘り部分に隣接している傾向がある。また，基本土層の下層位に位置するものが構築土層の上層位に

主体土となってみえる堆積状況から，第１号堀跡の掘削土をそのまま隣接した場所に盛土したものと考えられ

る。

　第２号土塁（平成 21・26・27 年度）（付図１　第 20・21 図）

位置　Ｅ２h8 ～Ｄ４e7 区・Ｃ５j4 ～Ｂ６i5 区，標高 24 ｍほどの平坦な台地上に位置している。第１号堀跡

に沿って，南東側に構築されている。

重複関係　第３・４・６号陥し穴埋没後に構築し，第１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　後世の耕作等で削平されており，確認できた長さは南西部が 94.2 ｍ，北東部 65.8 ｍである。Ｅ

２h8 区から北東方向（Ｎ－ 54°－Ｅ）へ直線状に延びている。規模は，上幅 1.6 ～ 3.6 ｍ，下幅 4.6 ～ 7.3 ｍ，

高さ 0.3 ～ 1.4 ｍである。Ｄ４e7 ～Ｃ５j4 区の第１号堀跡中央部の脇では残存していない。形状は残存状態が

良好な部分から，蒲鉾状の半楕円形と推測される。基本土層第２層の黒褐色土層をある程度平坦に整地し，盛

土を行っている。

遺物出土状況　土塁の構築土層および流出土から，縄文土器片 11 点（深鉢），須恵器片４点（甕），土師質土

器片 10 点（小皿２，焙烙２，甕６），陶器片２点（碗，蓋），磁器片１点（碗），瓦片３点が出土している。土

塁の構築時期を示す遺物は出土していない。

所見　第１号土塁同様，構築時期は 16 世紀代と考えられ，第１号堀跡の掘削土をそのまま隣接した場所に盛

土していったものと考えられる。

　⑵　土 塁

　第１号土塁（平成 21・26・27 年度）（付図１　第 20・21 図　PL ５）

位置　Ｅ２e5 ～Ｂ５g0 区，標高 24 ｍほどの平坦な台地上に位置している。第１号堀跡に沿って，北西側に

構築されている。

重複関係　第 26 号土坑の埋没後に構築され，第４号溝，第 25・42・43 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　後世の耕作等で削平されており，確認できた長さは 175.6 ｍである。Ｅ２e5 区から北東方向（Ｎ

－ 56°－Ｅ）へ直線状に延びている。規模は，上幅2.0～3.9ｍ，下幅6.9～8.5ｍ，高さ0.2～1.2ｍである。盛土が残存

している範囲内では，第１号堀跡中央部の脇は低くなっている。形状は残存状態が良好な部分から，蒲鉾状の半

楕円形と推測される。基本土層第２層の黒褐色土層をある程度平坦に整地し，盛土を行っている。

覆土　11 層に分層できる。第１～５層は粘土やシルト主体で，第６～ 11 層はローム主体の構築土である。ロ

ーム主体層が内側に，粘土・シルト主体層が外側に盛られている。

土層解説（Ｃ～ＧラインSA１・２共通）
１　にぶい黄褐色　黄褐色シルトブロック多量
２　明 黄 褐 色　粘土ブロック多量
３　にぶい黄褐色　黄褐色シルトブロック少量
４　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量
５　灰 白 色　粘土ブロック多量
６　明 黄 褐 色　粘土ブロック多量，ローム粒子少量

７　褐 色　ロームブロック中量，粘土ブロック少量
８　褐 色　ロームブロック・粘土ブロック中量
９　褐 色　ロームブロック多量，粘土ブロック少量
10　褐 色　ロームブロック多量，粘土ブロック微量
11　暗 褐 色　ロームブロック中量
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　土坑

　第 27 号土坑（平成 27 年度）（第 23 図　PL ６・７）

位置　調査区中央部のＣ５g3 区，第１号堀跡底面の標高 24 ｍほどに位置している。

重複関係　第１号堀跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径 0.77 ｍほどの円形である。深さは 12㎝で，底面は平坦である。壁は直立している。

覆土　２層に分層できる。焼土粒子やロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師質土器１点（焙烙），陶器２点（天目茶碗，折縁鉄絵皿），金属製品１点（包丁カ），銭貨１点（寛

永通寳カ）が出土している。６は底面から，４・５・Ｍ２は，下層から出土している。６が底面に伏られた状

態で埋め戻しが行われ，その過程で４・５・Ｍ２が投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 17 世紀前半に比定できる。遺構の確認状況から，堀跡の埋没初期段階に掘り込

まれたと考えられる。出土遺物や土層の堆積状況から明確にはできないが，遺構の形状及び周辺から人骨片や

六道銭が出土していることから墓坑の可能性がある。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

第 23図　第 27 号土坑・出土遺物実測図

５　江戸時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，土坑１基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。
A

A′

B
B′

A
24.6m

A′ B B′

５４

６
１

Ｍ２ ４ ６ ５

２Ｍ２

０ 10㎝

４

Ｍ２

６

５

０ ２mA

A′

B
B′

A
24.6m

A′ B B′

５４

６
１

Ｍ２ ４ ６ ５

２Ｍ２

０ 10㎝

４

Ｍ２

６

５

０ ２m
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第 27 号土坑出土遺物観察表（第 23 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

４ 土師質
土器 焙烙 35.8 6.2 25.7 長石・石英・

雲母 明褐 普通
口縁部外・内面横ナデ　体部外面下部指頭押圧後
下端横ナデ　体部内面３か所耳部貼付後横ナデ，
隣接する耳部間に弧状および縦の沈線

下層 95%　PL10 
煤付着

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉　薬 産　地 出土位置 備　考

５ 陶器 天目茶碗 10.4 6.6 4.4 緻密・
灰白 / 黒褐 削り出し輪高台　高台周辺露胎 鉄釉 瀬戸・美濃 下層 95%　PL10

６ 陶器 折縁
鉄絵皿 11.8 2.8 3.6 緻密・

黄橙 / 淡黄 見込み鉄絵花紋 口縁部銅緑釉カ 瀬戸・美濃 底面 100%　PL10

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ２ 包丁カ （6.7） （3.7） 0.3 （16.23） 鉄 木質付着 下層 PL11

　⑴　土坑（第 24 ～ 27 図）

　　　土坑の規模や形状等について，実測図，土層解説と一覧表を掲載する。

６　その他の遺構と遺物

　　今回の調査で，時期が明確にできなかった土坑 46 基，溝跡７条を確認した。以下，遺構及び遺物につい

　て記述する。

第１号土坑土層解説
１　黒 色　ロームブロック微量
２　黒 褐 色　ロームブロック多量
３　黒 褐 色　粘土ブロック・細礫微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，細礫微量
５　暗 褐 色　ロームブロック少量
６　暗 褐 色　粘土ブロック多量

第２号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量
２　褐 色　ロームブロック多量

第３号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量
２　褐 色　ロームブロック多量

第４号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量

第５号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量
２　褐 色　ロームブロック微量

第６号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック微量
２　褐 色　ロームブロック微量

第７号土坑土層解説
１　褐 色　粘土ブロック少量，ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量
３　褐 色　ロームブロック少量

第８号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　褐 色　ロームブロック少量

第９号土坑土層解説
１　褐 色　粘土ブロック少量，ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量
３　褐 色　ロームブロック少量

第 10号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　褐 色　ローム粒子少量

第 11号土坑土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３　褐 色　ロームブロック少量

第 12号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　褐 色　ローム粒子中量
３　褐 色　ローム粒子多量

第 13号土坑土層解説
１　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
２　褐 色　ロームブロック少量
３　褐 色　ローム粒子中量

第 14号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・焼土ブロック少量
２　褐 色　ロームブロック微量
３　褐 色　ロームブロック少量

第 15号土坑土層解説
１　褐 色　ローム粒子少量
２　褐 色　ロームブロック少量
３　褐 色　ローム粒子中量

第 16号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　褐 色　ローム粒子少量

第 17号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　褐 色　ローム粒子少量

第 18号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　褐 色　ローム粒子少量
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第 24図　その他の土坑実測図（１）
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第 25図　その他の土坑実測図（２）
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第 26図　その他の土坑実測図（３）
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第 27図　その他の土坑実測図（４）

第 19号土坑土層解説
１　褐 色　ローム粒子中量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
３　暗 褐 色　ロームブロック微量
４　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
５　褐 色　ロームブロック少量

第 20号土坑土層解説
１　褐 色　ローム粒子少量
２　褐 色　ロームブロック多量

第 22号土坑土層解説
１　褐 色　ロームブロック少量

第 23号土坑土層解説
１　褐 色　ロームブロック少量
２　褐 色　粘土ブロック多量，ローム粒子少量

第 24号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量

第 25号土坑土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量
２　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，ロームブロック少量
４　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，ロームブロック少量
５　灰 白 色　粘土ブロック多量，ローム粒子少量
６　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック中量
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第 26号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量

第 28号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　褐 色　ローム粒子微量

第 29号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量
４　暗 褐 色　ロームブロック微量

第 30号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量
４　暗 褐 色　ローム粒子少量
５　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
６　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 31号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量

第 32号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 33号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量
３　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 34号土坑土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量

第 35号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量

第 36号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量

第 37号土坑土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第 38号土坑土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量

第 39号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量
２　黒 褐 色　ローム粒子微量
３　黒 色　ローム粒子微量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
５　灰 褐 色　ロームブロック少量
６　暗 褐 色　ロームブロック微量
７　暗 褐 色　ロームブロック少量

第 40号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子微量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量
４　極 暗 褐 色　ローム粒子微量
５　黒 褐 色　ローム粒子中量
６　黒 褐 色　ロームブロック微量
７　極 暗 褐 色　ロームブロック中量
８　黒 褐 色　ロームブロック中量
９　黒 褐 色　ロームブロック少量
10　暗 褐 色　ロームブロック中量
11　灰 褐 色　ロームブロック少量

第 41号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量，締まり強い
２　黒 褐 色　ロームブロック微量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量
４　黒 褐 色　ロームブロック中量
５　暗 褐 色　ロームブロック少量
６　黒 褐 色　ローム粒子少量
７　暗 褐 色　ローム粒子少量
８　暗 褐 色　ロームブロック中量

第 42号土坑土層解説
１　黒 色　ロームブロック少量
２　黒 色　ロームブロック微量
３　暗 褐 色　粘土ブロック多量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量
５　黒 色　ローム粒子微量
６　黒 褐 色　ロームブロック中量
７　黒 色　ローム粒子少量

第 43号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量
５　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
６　黒 褐 色　ローム粒子微量
７　暗 褐 色　ローム粒子微量
８　暗 褐 色　ローム粒子少量
９　暗 褐 色　ロームブロック少量

第 44号土坑土層解説
１　褐 色　ロームブロック微量

第 45号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 47号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック微量
３　褐 色　ロームブロック少量

第 48号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量
３　褐 色　ローム粒子中量

表３　その他の土坑一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｅ３c5 N－82°－Ｅ ［楕円形］ ［2.10］×［1.20］ 76 外傾・
ほぼ直立 平坦 人為 縄文土器 SA ２→本跡
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

２ Ｄ４f2 N－81°－Ｅ 楕円形 0.72 × 0.52 22 外傾 平坦 人為 土師質土器 SD １→本跡

３ Ｄ４d3 N－８°－W 楕円形 0.58 × 0.47 46 ほぼ直立 平坦 人為 SD １→本跡

４ Ｄ４d3 N－59°－Ｅ 楕円形 1.38 × 0.90 27 外傾・
ほぼ直立 平坦 人為 SD １→本跡

５ Ｄ４b5 N－29°－Ｅ 楕円形 0.63 × 0.51 37 外傾 平坦 自然 SD １→本跡

６ Ｄ４b5 － 円形 0.59 × 0.58 28 外傾 平坦 自然 SD １→本跡

７ Ｄ４b5 N－72°－W 楕円形 0.74 × 0.66 39 外傾 平坦 人為 SD １→本跡

８ Ｄ４b6 － 円形 0.85 × 0.79 22 外傾 平坦 人為 SD １→本跡

９ Ｄ４c7 N－22°－Ｅ 不整楕円形 1.59 × 0.96 48 外傾 平坦 人為 SD １→本跡

10 Ｄ４b7 N－21°－Ｅ 不整楕円形 1.31 × 0.96 26 外傾 平坦 自然 SD １→本跡

11 Ｄ４b6 N－72°－Ｅ ［方形］ （0.60）×（0.46） 53 外傾 平坦 人為 SD １→本跡
→ SK19 → SK13

12 Ｄ４a6 N－27°－Ｅ 楕円形 1.31 × 0.97 44 外傾・
ほぼ直立 平坦 自然 SD １→本跡

13 Ｄ４b6 N－78°－W 不整楕円形 1.26 × 0.78 43 外傾 平坦 自然
SD １→ SK11
→ SK19 →本跡，
SK21 →本跡

14 Ｄ４a6 N－11°－Ｅ 不整楕円形 2.02 × 1.50 50 直立 平坦 人為 SD １→本跡
→ SK21

15 Ｄ４b7 － 円形 0.90 × 0.82 39 外傾 平坦 人為 SD １→本跡

16 Ｄ４b8 N－36°－W 楕円形 0.64 × 0.47 18 外傾 平坦 自然 SD １→本跡

17 Ｄ４a7 － 円形 0.51 × 0.49 24 外傾・
ほぼ直立 平坦 自然 SD １→本跡

18 Ｄ４a7 － 円形 0.47 × 0.43 27 緩斜・
外傾 平坦 自然 SD １→本跡

19 Ｄ４b6 N－12°－W ［長方形］ 0.62 ×（0.57） 53 外傾 平坦 人為 SD １→ SK-11
→本跡→ SK13

20 Ｄ４a7 － 円形 0.75 × 0.71 36 直立 平坦 人為 SD １→本跡

21 Ｄ４b6 － ［円形］ 0.58 ×（0.50） 40 外傾 平坦 人為 SD １→ SK14
→本跡→ SK13

22 Ｄ４g1 － 円形 0.77 × 0.71 25 外傾 平坦 自然 SD １→本跡

23 Ｄ４f1 N－47°－W 楕円形 0.59 × 0.49 64 直立 平坦 人為 SD １→本跡

24 Ｄ４c1 N－51°－Ｅ 楕円形 1.86 × 0.93 53 外傾 平坦 人為 SD １→本跡

25 Ｅ２b7 － ［円形］ ［1.59］×［1.55］ 144 外傾・
直立 平坦 人為 SA １→本跡

26 Ｄ３h2 N－37°－Ｅ 隅丸方形 0.87 × 0.85 ７ 緩斜 平坦 自然 土師質土器 本跡→ SA １

28 Ｃ５g2 N－６°－W 楕円形 0.64 × 0.56 26 外傾 平坦 自然 SD １→本跡

29 Ｃ５h3 － 円形 0.50 × 0.49 37 ほぼ直立 平坦 人為 SD １→本跡

30 Ｃ５h3 N－90°　　 不整楕円形 0.89 × 0.67 41 外傾・
直立 平坦 人為 SD １→本跡

31 Ｃ５h2 N－24°－Ｅ 楕円形 0.65 × 0.41 39 直立 平坦 自然 SD １→本跡

32 Ｃ５h2 N－57°－Ｅ 楕円形 0.57 × 0.48 42 ほぼ直立 平坦 自然 SD １→本跡

33 Ｃ５h1 N－17°－W 楕円形 0.81 × 0.62 57 外傾 平坦 自然 SD １→本跡

34 Ａ７f4 N－30°－W 楕円形 0.39 × 0.35 45 ほぼ直立 平坦 人為

35 Ａ６j9 N－49°－W 隅丸長方形 0.70 × 0.57 14 緩斜 平坦 自然

36 Ａ７g6 N－31°－W 楕円形 0.29 × 0.24 36 ほぼ直立 平坦 人為

37 Ａ６g8 － 円形 0.71 × 0.67 22 外傾 平坦 人為 土師質土器

38 Ｂ６b8 － 円形 0.24 × 0.23 12 外傾 平坦 人為

39 Ｃ５f2 N－45°－W 不整楕円形 3.46 × 0.75 81 外傾・
ほぼ直立 平坦 人為 SD １→本跡

40 Ｃ５f2 N－27°－W ［楕円形］ （0.96）× 0.85 102 外傾 平坦 人為 須恵器 SD １→本跡
→ SK41

41 Ｃ５f2 N－65°－Ｅ 不整楕円形 1.03 × 0.92 66 外傾 平坦 人為 SD １→ SK40
→本跡

42 Ｃ５b4 N－87°－W［隅丸長方形］ 1.20 ×（1.02） 42 外傾・
緩斜 平坦 人為 SA １→本跡

→ SD ４
43 Ｃ５b3 N－20°－W 楕円形 1.08 × 0.95 58 ほぼ直立 平坦 人為 SA １→本跡

44 Ｅ２g1 N－33°－Ｅ 楕円形 0.51 × 0.40 19 外傾 平坦 自然

45 Ｅ１f0 N－24°－W 楕円形 1.35 × 0.76 31 外傾・
緩斜 平坦 自然

47 Ｅ２j5 N－48°－Ｅ 楕円形 1.38 × 0.97 37 外傾・
緩斜 平坦 自然

48 Ｅ２j5 N－34°－W 楕円形 1.12 × 0.76 44 外傾 平坦 自然
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　⑵　溝跡（付図２　第 28 図）

　　　土層断面図，土層解説と一覧表を掲載する。平面図については遺構全体図に示す。

第 28図　その他の溝跡実測図

第２号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック微量

第３号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量
２　暗 褐 色　ローム粒子中量，粘土ブロック微量

第４号溝跡土層解説
１　黒 色　粘土ブロック微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量

第６号溝跡土層解説
１　褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック中量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量

第５号溝跡土層解説
１　灰 褐 色　ロームブロック少量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量
５　褐 色　粘土ブロック多量，ロームブロック中量

第７号溝跡土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量

第８号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
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表４　その他の溝跡一覧表

番号 位　置 方　向 平面形
規　　　　模

断　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（㎝）

２ A7f7 ～ B7b1 N－47°－Ｅ 直線 （32.56） 0.38～1.30 0.10～0.30 18 ～ 28 Ｕ字状 緩斜 自然 土師質土器，石器 SD １→本跡

３ B7b1 ～ B7d3 N－46°－W 直線 （10.10） 0.34～1.90 0.07～0.32 24 ～ 45 Ｕ字状 緩斜 人為 縄文土器，土師質土器，
鉄滓 SD １→本跡

４
C5a3 ～ B5b6 
C6a1 ～ C6a5

N－96°－E 
N－94°－E

直線
（14.98） 
（17.16）

0.92～1.46 
1.02～1.45

0.58～0.94 
0.62～1.00

15 ～ 41 
15 ～ 31

Ｕ字状
緩斜 
外傾

人為 土師質土器
SA １→ SK42
→本跡，
SA ２・SD １
→本跡

５ A7b5 ～ A7c8 N－58°－W 直線 （11.14） 1.00～1.87 0.27～0.83 15 ～ 45 Ｕ字状 緩斜 人為 瓦質土器

６ E2e4 ～ E2i1 N－37°－Ｅ 直線 20.06 0.68～0.90 0.16～0.52 18 ～ 22 Ｕ字状 緩斜 人為 陶器，磁器

７ E1f9 ～ E1i0 N－28°－W 直線 （12.18） 0.98～1.41 0.30～0.64 20 ～ 29 Ｕ字状 緩斜 人為 土師質土器，磁器

８ E1i6 ～ F1c7 N－14°－W 
N－40°－W 直線 （18.60） 0.24～0.56 0.11～0.28 ５～７ Ｕ字状 緩斜 自然 土師質土器 SD １→本跡

　⑶　遺構外出土遺物（第 29・30 図）

　　　遺構に伴わない遺物について，実測図及び観察表を掲載する。

第 29図　遺構外出土遺物実測図（１）

10

９

７

11

T1
Ｑ37

８

13

12

０ 10㎝

10

９

７

11

T1
Ｑ37

８

13

12

０ 10㎝
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第 30図　遺構外出土遺物実測図（２）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

７ 縄文土器 深鉢 − − − 長石・石英・
雲母 橙 普通 口縁部片　張瘤→隆帯刻み目→隆体下沈線 SD ３

８ 縄文土器 深鉢 − − − 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部片　胴部 0 段多条縄文ＲＬを施文 表土

９ 縄文土器 深鉢 − （6.6） 7.8 長石・石英 橙 普通 胴部外面下位縦位・下端横位のヘラ削り 表土 10%

10 須恵器 坏 − （2.6） 8.2 長石・石英・
雲母 灰白 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り 表土 35%

新治産
11 須恵器 鉢 − （5.6） − 長石・石英・

雲母・黒色粒子 黄灰 普通 体部横位の平行叩き　内面指頭痕 SA １ ５%　PL11

12 土師質
土器 焙烙 − 3.8 − 長石・石英・

雲母 にぶい黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ後耳部貼り付け 表土 ５%

13 瓦質土器 火鉢 − （4.4） ［10.6］長石・石英・
黒色粒子 黒褐 普通 菊花押型文 SD ５ ５%

遺構外出土遺物観察表（第 29・30 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 37 敲石 （4.2） 6.9 5.3 （211.93） 砂岩 端部・側面に叩打痕有 SA １ PL11

Ｑ 38 砥石 4.0 4.0 3.0 47.95 砂岩 砥面３面　砥面に刃形痕有 SD ２ PL11

Ｑ 39 硯 （8.1） 5.4 （1.3）（57.14） 泥岩カ 陸部遺存　 SD １

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ３ 椀状滓 9.6 8.3 2.1 274.68 鉄 前面錆化　一部発砲　着磁性なし SD １ PL11

番号 種　別 瓦当幅 瓦当高 長さ 胎　　土 色　調 焼成 特　　徴 出土位置 備　考

Ｔ１ 平瓦 （7.8） 2.0 （5.5） 長石・石英・
雲母 黄灰 普通 外面縄目叩き痕　内面布目痕 SD １ PL11

Ｍ3

Ｑ38

Ｑ39

０ 10㎝

Ｍ3

Ｑ38

Ｑ39

０ 10㎝
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柴崎大堀遺跡

　　第４節 ま と め

１　はじめに

　本跡は，字名が大堀という土地に所在しており，古くから堀の存在は認識されていたが，長らくその実態

は不明であった。今回の調査で，規模や形状のほか，室町時代だけではなく，江戸時代に入ってからも利用

されていたことなどが明らかになった。そのほか，後期旧石器時代前葉の石器集中地点，縄文時代の陥し穴，

平安時代の墓の可能性がある土坑等を確認している。ここでは，各時代の様相について概観し，若干の考察

を加えてまとめとする。

２　旧石器時代

　今回の調査では，石器集中地点１か所から，38 点の石核・剥片が出土し，４点を除き３つの接合資料に

まとまった。本文でも述べているが，出土層位や剥片の剥離技法から，武蔵野台地のⅨ層段階，下総編年の

Ⅱ a 期古段階に該当する１）。

　珪質頁岩で構成される接合資料１は，拳大の母岩の半分程度まで復元でき，剥離工程を把握することがで

きた。第 31 図は，その工程を示したものである。打面を頻繁に変更しながら不定形の剥片を取り出そうと

していることがうかがえる。石器や二次加工のある剥片は確認できなかったが，接合資料の隙間に出土しな

かった剥片の痕跡を５か所確認した。第 31 図上で剥片Ａ～Ｅとしたもので，大きさは３～４㎝程度のもの

と考えられる。接合した剥片の大きなサイズのものと同程度で，おそらくは楔形石器や台形様石器といった

石器として利用するために持ち去られたものと考えられる。母岩となった珪質頁岩は，風化が進んだ黄褐色

のもので，古鬼怒川産のものと考えられる２）。

第 31図　接合資料１剥片剥離工程図
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　接合資料２と３は，おそらく同一母岩の灰褐色の安山岩で，節理が多く入

る。接合する点数は 11 点と９点となるが，小剥片が多く接合状況から剥離

工程を判断するまでには至らなかった。小剥片の中には台形様石器に似た形

状のものも確認できるが，二次加工がみられなかった。台形様石器の素材と

しては不適切なものと判断され，本跡に残されたものと考えられる。また，
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表面に風化した剥離面を持つ部分が確認でき，ある程度剥離作業を進めた段階の母岩を袋等に入れ移動を

行っていたことが推測される。狭い範囲で出土し，そのほぼ全てが接合するという状況からは，手持ちの石

材から必要な剥片を取り出す間だけ本跡に留まり，作業完了後再び移動を始めたという行動が想起される。

　近隣遺跡で同時期の石器集中地点は，つくば市東岡中原遺跡３），土浦市山川古墳群４），石岡市半田原遺跡５）

などが挙げられる。特に，東岡中原遺跡は本跡から南に 600 ｍほど離れた台地縁辺部に位置しており，石器

集中地点 10 か所を確認し複数の文化層を持つ遺跡であることがわかっている。本跡は東岡中原遺跡のキャ

ンプから移動した旧石器時代人が立ち止まった痕跡の可能性がある。これらの出土遺物の比較検討を今後進

めていく必要がある。

３　縄文時代・平安時代

　縄文時代の遺構は，陥し穴６基を確認した。陥し穴は，埋没谷の縁辺部に２基ずつ組になって配置されて

いる。また，形状は底面が平坦な楕円形で，底面に逆茂木痕と考えられるピットを持っている。こうした形

状は，関東では早期後半から前期にかけて盛行するとみられている６）。当該期の集落及び同形状の陥し穴は，

近隣の東岡中原遺跡７）や上野陣場遺跡８），上野古屋敷遺跡９）で確認されており，当地はこれらの集落に住

む人々の狩猟場として利用されていたことが考えられる。

　平安時代の遺構は，土坑１基を確認した。完形の土師器高台付椀が出土しており，伸身葬をするのに適当

な形状で，墓坑の可能性がある。今回は単独での確認であったため，明確に墓坑とするに至らなかった。類

似する例として，石岡市鹿の子遺跡の第２号土坑に同様の形状や遺物の出土状況がみられる 10）。南北方向

に長軸方向をとる点も類似している。また，「側壁抉り込み土坑」と称される別の形状の土壙墓群も確認さ

れている 11）。類例の増加を待ち再検討したい。

４　室町時代から江戸時代

　堀跡１条，土塁跡２条，土坑１基を確認した。本跡のような堀跡は，類例が少なく，遺物も少ないため調

査の結果だけで判断できることが少ない。そこで，先学の研究成果や類例を検討し，考察を加えることにする。

⑴　堀の構造の変遷

　まずは断面形態や覆土の堆積状況を整理し，推測も交えながら堀及び土塁の構造の変遷を追っていく。

本文で述べた堀内の土層堆積状況から変遷過程を堆積状況が判断しやすいＥラインの土層図を例に４つの

段階に復元した（第 32 図）（第 20・21 図・付図１参照）。

①　構築時の段階で，掘り込みの形状は深い薬研堀状または逆台形状である。逆台形状の部分も構築時に

はＧ・Ｎ・Ｏラインにみられる断面Ｖ字状の薬研堀であったと考えられる。壁の崩落やそれに伴う底

浚い及び修復を繰り返すうちに堀底が逆台形になったものと考えられ，Ｂ・Ｃ・Ｆラインの下部壁面

に崩落の影響とみられる不自然な形状が確認できる。また，堀壁の中央付近に酸化鉄が帯状に確認でき，

この高さ（図中◀）までは堀内に水が溜まっていたことが考えられる。堀の構築と並行して土塁も構

築されている。当時の地表面の整地を行った後，掘った土を堀の両脇に盛土して土塁を構築している。

それぞれの場所の土塁の残存状態と，それに対応する堀の深さにはある程度の相関関係がみられるこ

とから，掘った土をそのまま横に積み上げ盛土をし，一定の高さには揃えていなかったものと考えら

れる。掘った土を全て土塁の構築土に利用した場合，この段階での土塁の高さをＥラインの断面での

単純な面積比から求めると，容易に２ｍを超えることになる。
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柴崎大堀遺跡
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第 32図　堀・土塁の変遷模式図

に階段状に平坦面を作出しながら拡張を行い，堀幅を 1.5 倍から２倍近くまで広げている。Ｆラインで

は２倍以上の広がりが確認できる。この段階の掘り出された排土の推定量と，埋め戻された覆土の量

にかなりの差があることから，どこかに持ち出されたことが考えられる。この段階の堀には水が溜まっ

ていなかったと考えられる。

④　堀の機能が停止し，埋没する。一部埋め戻されたと考えられる層があるが，ほとんどは自然堆積である。

　以上４つの段階の検討と復元を行ったが，もう一段階古い堀が存在した可能性がある。ＡラインとＦラ

インで第１段階の覆土とした下幅２ｍを超える幅広で浅い逆台形状の形状である。全体の形状が把握でき

ないことや，確認できる２か所の覆土の様相が全く異なることから，同時期に同じ堀として掘削されたも

のかは判断できなかった。

　次に各段階の時期を検討していきたい。①の段階は，大型の薬研堀を想定している。宇留野主税氏は，

堀の形状から分類を行い変遷を検討しており，本跡のような大型の薬研堀は 16 世紀中頃から末頃に多く

みられる，としている 12）。井上哲朗氏は「堀内障壁」を有する堀を「障子堀」として分類・編年を行っ

ている 13）。これによると，本跡で確認できる障壁の形態は，16 世紀代にみられるものに比定できる。同

様の堀は，近隣では龍ヶ崎市屋代城跡 14）や同市長峰城跡 15）でもみることができ，これらは 15 世紀中頃

から 16 世紀代にかけて機能していたと考えられている。これらのことから，①の段階は，15 世紀にさか

のぼる可能性もあるが，本跡が城郭そのものではなく，その延長線上にある遺構であることを考慮し 16

世紀の前半に位置付けておきたい。②の段階は，時期決定の理由に乏しいため，③の段階の検討を行い①

と③の間，ということにしておく。③の段階は埋め戻しを行いながら大幅な拡張を行っており，何かしら

の理由があるものと考えられる。具体的な根拠は乏しいが，鉄砲の普及等に伴う戦術的な変化が挙げられ

る。鉄砲の使用で著名な長篠の戦が 1575（天正３）年であり，この頃には鉄砲が普及していたと考えると，

②　ある程度堀が埋まった段階で，堀底の

整地を行っている。崩落等により深い

個所の維持が難しくなったためと考え

られる。本文中では覆土の混入物等か

らこの段階は，堀全体を通して全て埋

め戻しによるものと判断している。し

かし，上記の理由により埋め戻しと整

地を行ったのであれば，この段階の覆

土に崩落土が含まれていることになる。

土塁は前段階から大きな変化はないと

考えられる。

③　堀を埋め戻し浅くしながら，拡張を行

っている。前段階から自然堆積による

埋没がある程度進んだところで，埋め

戻しを行っている。埋め戻しは土塁を

崩した土で行っていると考えられ，こ

の段階の最上層は白色粘土ブロックが

多く含まれる層となっている。その後
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拡張を行ったのは 16 世紀後葉または末頃に位置付けることができる。この状態で 17 世紀前半には墓域と

して利用され，④の段階になる。その後は近年まで山林となっている。

⑵　金田城主沼尻氏と大堀

　堀と土塁について，誰がどのような目的で構築したのかを検討する。この構築物の大きな特徴として，

自然地形を利用しつつ台地を分断しているという点が挙げられる。分断した堀の南東には金田城が存在し

ており，堀が金田城に伴う施設である可能性については以前から言及されてきた。金田城は小田氏の幕下

沼尻氏の城で，鎌倉時代初期に小田城が築かれた頃に同じくして造られ，小田の 15 代氏治が佐竹氏に降

伏するときに落城し廃城となった 16）。このときの城主は沼尻又五郎で，「小田家風紀」によると小田六騎

の１人に数えられる豪勇の者であったという。

　ここで，金田城を中心とする景観をみてみたい。第 33 図は「第一軍管区地方 2 万分 1 迅速測図原図」

を使用し，「桜村史」の記述をもとに金田城が利用されていた時の周辺の景観を復元したものである。金

田城の南の台地上には寺や神社，馬場，宿屋敷があり，台地縁辺下に西坪の部落がある。西坪の部落は古

くは根小屋と呼ばれており，ここに家臣団の居住地があったと考えられる。宿屋敷は，沼尻氏の館を指し

ていると考えられる 17）。これら城を中心とした集落の北側に堀と土塁は築かれており，その西に道路が

台地を縦走している。金田城から柴崎，栗原を通り小田城へ抜ける街道「小田道」の存在が考えられてお

り 18），この道がそれに該当すると考えられる。このような景観から，堀と土塁が，街道を通って攻めて

くる敵に対する防御施設として構築されたものと考えられるのである。同様の景観として，つくば市谷田

部大堀遺跡が挙げられる。約１㎞南東に谷田部城跡があり，自然地形を利用しつつ台地を分断している点

や，街道がその台地上を通っている点など，立地上共通する点も多い。未調査のため形状や時期などは明

確でないが，上記の点から谷田部城に関連する施設であることが考えられる。谷田部城も小田氏の幕下の

城である。小田氏の指揮のもと各々の城主が街道を抑えるための堀と土塁を構築したことが推測できる。

　同様の遺構は，県内に散見することができる。確認数が特に多いのは，牛久市から稲敷市にかけての霞ヶ

浦南岸地域と鹿行地域である。霞ヶ浦南岸地域は，戦国時代においては土岐氏の領地となっており，街道

を閉塞させるための施設は，確認されただけでも 30 か所に達する。これらは，土岐氏の居城である江戸

崎城や木原城を防衛するためのものであると考えられており，形状にいくつかの種類がみられる 19）。発

掘調査を行っているものでは，堀と土塁が二重の構造を持つ阿見町二重堀遺跡 20），底面が障子堀で槍衾

の痕跡がみられるものや陥し穴を備えている阿見町割目遺跡 21）があり，断面形状も逆台形状の箱薬研堀

とＶ字状の薬研堀とどちらも確認することができる。そのほかにも土塁で虎口を設けるものや，土塁上か

ら横矢を掛けられる形状のもの 22）などがある。鹿行地域は，石﨑勝三郎氏の研究成果から鉾田市中居城

跡周辺で 11 本確認されている 23）。また，石﨑氏は「大堀」・「新堀」といった地名から堀切の存在を探し

出し確認を行っており，本跡のほか城里町・ひたちなか市・茨城町・小美玉市・土浦市・結城市など県内

各地の堀切の存在が挙げられている。このほかに発掘調査事例として，阿見町内堀遺跡 24），茨城町前新

堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡 25），土浦市新堀東遺跡 26）があるが，総じて発掘調査事例は少ない。そのような中で，

堀の両側に土塁を設けるという共通した傾向がみられ，また占地や形状等の傾向には地域性をみることが

できる。この地域性には，自身の領地を守るために施設を構築した領主の影響があるものと思われる。こ

れらの調査事例の中でも，本跡の堀の規模は特筆すべきものがある。本跡の堀を構築したと思われる沼尻

氏の居城である金田城の堀も，幅は 16 ～ 25 ｍ，深さ約 10 ｍと幕下の城としてはかなりの規模で 27），小

田氏及び沼尻氏の土木技術の一端をうかがわせるものであろう。
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柴崎大堀遺跡

５　おわりに

　今回の調査で，字名にもなっていた「大堀」の全体像が確認できた。今回調査を行った堀と土塁は，金田

城の守りも視野に入れながら街道閉塞に主眼を置いたものと考えた。類例を見ていくと，街道閉塞の堀と土

塁は，谷津に狭められた馬の背状の台地を分断して街道を塞ぐ，という方針で構築されていることは明らか

である。茨城県は，谷津が多く入り込んだ台地が広く続く地理的条件下にある。また，戦国時代においては

大大名が存在しない中，国人領主間での領土争いが続く歴史的背景が存在した。そのような中，各地の領主

が自身の領土を守るために堀と土塁を構築していったものと考えられる。こうしてみると，これらの堀や土

塁は，茨城県の戦国時代を特徴づける遺構と考えることができる。しかし，こうした遺構群は，もともと人

が集落等を形成しないような場所に構築され，使用頻度もおそらくは少なかったであろうから遺物も少なく，

いつの時代の遺構か判断しづらいものと考えられる。また，完全に埋没してしまい，認識されていないもの

も存在する可能性がある。こうした場合，石﨑氏が行ったように，地名等の歴史的背景から遺構を認識して

いく必要があるものと思われる。これらの遺構の調査事例が増えていき，柴崎大堀遺跡や金田城の様相を含

めた茨城県の戦国時代の状況がより明らかになっていくことが期待される。
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柴崎大日塚

　柴崎大日塚は，つくば市の北東部に位置し，桜川右岸の標高約 27 ｍの台地上に位置している。柴崎大堀遺

跡から北西約 600 ｍ離れた同じ台地上に位置している。調査面積は 758㎡で，調査前の現況は山林である。調

査前の段階では，遺跡は柴崎大日古墳として登録されており，古墳の調査として開始した。

　調査の結果，方形竪穴遺構１棟（室町時代），塚１基（江戸時代），井戸跡１基（時期不明），土坑 15 基（時

期不明）を確認し，古墳ではなく塚であることが判明した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に 15 箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），土師

質土器（小皿），陶器（碗・皿），磁器（碗），石器（砥石），石仏（胎蔵界大日如来像・如意輪観音像），石製品（宝

篋印塔部材・五輪塔部材），銭貨（寛永通寳）などである。

　調査区東部（Ｂ２b4 区）にテストピットを設定し，基本土層（第 34 図）の観察を行った。

　第１層は，表土である。層厚は 22 ～ 38㎝である。

　第２層は，暗褐色を呈するローム層である。炭化粒子と白色粒子を微量含み，粘性・締まりともに普通で，

層厚は 13 ～ 16㎝である。

　第３層は，暗褐色を呈するローム層である。黒色粒子を少量，赤色粒子を微量含み，粘性は普通で締まりは

強く，層厚は７～ 14㎝である。

　第４層は，にぶい黄褐色を呈しクラックが多量に入り込むローム層である。黒色粒子を少量，白色粒子を微

量含み，粘性は普通で締まりは強く，層厚は 14 ～ 24㎝である。

　第５層は，にぶい黄褐色を呈するローム層である。白色粒子を微量含み，粘性・締まりともに普通で，層厚

　　第１節 調 査 の 概 要

　　第２節 基 本 層 序

第４章　柴 崎 大 日 塚

は５～ 12㎝である。

　第６層は，黒褐色を呈するローム層である。白色

粒子を微量含み，粘性は普通で締まりは強く，層厚

は20～28㎝である。第２黒色帯と考えられる。

　第７層は，褐色を呈するローム層である。白色

粒子を微量含み，粘性・締まりともに強く，層厚

は 15 ～ 21㎝である。

　第８層は，褐色を呈するローム層である。黒色

粒子を少量含み，粘性・締まりともに強い。下部

が未掘のため，層厚は不明である。

　また，第１号井戸跡の壁面の標高 24.4 ｍで常

総粘土層の上面が確認できた。遺構は主に第４層

上面で確認した。
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第 34図　基本土層図
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第 35図　柴崎大日塚調査区設定図（つくば市都市計画図 2,500 分の１）
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柴崎大日塚

第 36図　柴崎大日塚遺構全体図
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１　室町時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，方形竪穴遺構１棟を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　　第３節 遺 構 と 遺 物

　方形竪穴遺構

　第１号方形竪穴遺構（第 37・38 図　PL12）

位置　調査区南部のＢ２f1 区，標高 26 ｍほどの台地平坦面に位置している。

重複関係　第１号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 7.20 ｍ，短軸 4.00 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－ 48 －゚Ｅである。壁は高さ 32 ～ 38㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦な貼床で，北側は東コーナー部を除き踏み固められている。壁下には壁溝が巡っている。

ピット　13 か所。P １～ P10 は南西壁を除いた壁下に等間隔で並んでいることから，壁柱穴である。

覆土　８層に分層できる。ロームブロックや粘土ブロックが含まれていることから埋め戻されている。第９・

10 層は貼床の構築土である。

土層解説（Ｐ１）
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，粘土ブロック微量

土層解説
１　暗 褐 色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量
４　暗 褐 色　ロームブロック微量
５　暗 褐 色　ローム粒子微量

６　暗 褐 色　粘土ブロック多量，ロームブロック少量，焼土粒
　　　　　　　　子微量
７　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子微量
８　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化物少量
９　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
10　暗 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片 25 点（小皿４，鉢３，甕類 18），石器１点（砥石）のほか，石核１点，瑪瑙２

点が西側を中心に散在した状態で出土している。３・４は西側コーナーの床面から逆位の状況で出土している。

２は第１号井戸跡の覆土中から出土したが，本跡に伴うものと判断した。Ｑ１は床面から出土したものが，第

１号井戸跡出土の破片と接合したものである。

所見　時期は，出土土器から 16 世紀後葉に比定できる。壁柱穴の配置から，南西に入口があったと考えられる。

炉や竈のような施設は確認できず，性格は不明である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師質
土器 小皿 5.7 1.6 4.0 長石・石英・

雲母・黒色粒子 にぶい橙 普通 体部外面下位横ナデ　底部内面横ナデ後口唇部
横ナデ　底部回転糸切り 覆土中 100%　PL14

煤付着
２ 土師質

土器 小皿 6.4 1.8 4.4 長石・石英・
雲母・黒色粒子 橙 普通 体部外面下位横ナデ　底部回転糸切り SE １ 100%　PL14

３ 土師質
土器 小皿 ［8.8］ 2.5 4.6 長石・石英・

雲母・黒色粒子 橙 普通 体部外面下位横ナデ　底部回転糸切り　体部外
面から底部にかけて油煙付着 床面 50%　PL14

４ 土師質
土器 小皿 9.6 3.0 5.0 長石・石英・黒色

粒子・赤色粒子
にぶい黄

橙 普通 底部内面渦巻き状のナデ　底部外面回転糸切り
後ナデ　 床面 100%　PL14

油煙付着

第１号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第 38 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ１ 砥石 （13.5） 2.9 1.1 （55.82） 凝灰岩 砥面４面 床面 PL16
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第 37図　第１号方形竪穴遺構実測図
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第 38図　第１号方形竪穴遺構出土遺物実測図

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子極微量，締まり弱い
２　黒 褐 色　ローム粒子少量，締まり弱い
３　黒 褐 色　ローム粒子少量

４　黒 褐 色　ローム粒子微量
５　黒 褐 色　ローム粒子微量，締まり弱い

２　江戸時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，塚１基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　第１号塚（第 39 ～ 44 図　PL12・13）

位置　調査区中央部のＡ１j0 ～Ｂ２c3 区，標高 26 ｍほどの台地平坦面に位置している。

確認状況　調査前の段階で本跡の墳頂部付近には雲母片岩の石材が露出していた。本跡は古墳として登録され

ており，石材は古墳の石室を形成していたものと考え調査を開始した。

重複関係　第６～ 11・13 ～ 15 号土坑の埋没後に構築されている。

規模と形状　長径 16.28 ｍ，短径 12.80 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 76 －゚Ｗである。基盤となる黒色土層

から墳頂部までの高さは 88㎝である。

構築土と構造　構築土は５層に分層できる。基盤となる黒色土上に土を積み上げて構築している。構築土最上

面は全体的に表土化して分層できなかったが，石材が露出していた状況から判断して，塚部分は現地表面の高

さまで盛土されていたと考えられる。

　塚

遺物出土状況　土師質土器片 10 点（小皿４，甕類６），石仏２点（胎蔵界大日如来像，如意輪観音像），石製

品 24 点（宝篋印塔部材 10，五輪塔部材３，石材 10，不明１），銭貨５点（寛永通寳４，寛永通寳カ１）のほか，

縄文土器片９点（深鉢），近代以降の陶器２点（碗，徳利），磁器１点（湯呑），銭貨１点（一銭硬貨），剥片１

０ 10㎝Ｑ１

１ ２
３ ４
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第 39図　第１号塚実測図

点が出土している。墳頂部を精査した段階で，雲母片岩の大形石材４点及びＱ３～Ｑ 14 が露出した状態にな

っていた。大形の石材は計５点（Ａ～Ｅ）出土しており，Ｑ２はそのうち１点（Ｄ）の下から出土している。

Ｑ３～Ｑ 14 は，Ｑ９・Ｑ 11 がＱ９が上になるように重ね合わされた状態であったほかは，それぞれ単独で南

側斜面に集まるように出土している。Ｑ３に隣接している石材（Ｆ）は，如意輪観音像の台座であったことが

考えられる。大形の石材については，計測値のみ記載した。Ｍ３は塚構築土中から出土している。
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第 40図　第１号塚・出土遺物実測図

所見　構築時期は，出土した銭貨から寛永 13（1636）年以降である。寛永６（1629）年の記銘がある大日如

来像が墳頂部付近から出土していることから大日如来信仰に伴う塚であると考えられ，構築時期も寛永期（1624

～1645年）に収まるものと考えられる。大形石材は，大日如来像を覆う祠の構築材であった可能性がある。また，

南部斜面上に石製品が集中しており，ここに宝篋印塔や五輪塔の部材を整理してまとめていたと考えられる。

長さ 幅 厚さ

Ａ 121 53 13

Ｂ 136 62 15

Ｃ 134 70 15

Ｄ 112 72 ８

Ｅ 95 58 10

Ｆ （40） （16） 12

（㎝）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

５ 土師質
土器 小皿 ［6.0］ 1.3 3.8 長石・石英・

黒色粒子 橙 普通 体部外・内面ナデ　底部貼り付け　
底部回転糸切り 覆土中 40%　PL14

第１号塚出土遺物観察表（第 40 ～ 44 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ２ 石仏 124.0 65.0 12.0 － 雲母片岩 自然石型　胎蔵界大日如来像浮彫　記銘「□待村ヵ法列ヵ□□□
□□□」「寛永六年己巳ヵ八ヵ月十ヵ八日ヵ」下部文字多数人名ヵ

塚表層 PL13

Ｑ３ 石仏 53.6 35.6 8.2 35,200 雲母片岩 自然石型　如意輪観音像浮彫　
記銘「□□□字□人ヵ」「寛文ヵ八年末ヵ十月十六」 塚表層 PL13
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第 41図　第１号塚出土遺物実測図（１）

０ 10㎝

Ｑ２
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第 42図　第１号塚出土遺物実測図（２）

０ 10㎝

Ｑ3

Ｑ5 Ｑ6

Ｑ４
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第 43図　第１号塚出土遺物実測図（３）

０ 10㎝
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第 44図　第１号塚出土遺物実測図（４）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ４ 宝篋印塔 29.6 29.4 19.6 （28,100） 花崗岩 笠部　四隅に隅飾りを装飾　一部欠損 塚表層 PL15

Ｑ５ 宝篋印塔 25.8 25.8 18.8 （20,700） 花崗岩 笠部　四隅に隅飾りを装飾　一部欠損 塚表層 PL15

Ｑ６ 宝篋印塔 27.2 27.8 18.0 （21,500） 花崗岩 笠部　四隅の隅飾り部ほぼ欠損　 塚表層 PL15

Ｑ７ 宝篋印塔 21.0 19.6 23.4 16,999 花崗岩 塔身部　四方側面に長方形区画を１か所 塚表層 PL15

Ｑ８ 宝篋印塔 17.7 19.2 9.6 6,900 花崗岩 塔身部　四方側面の区画なし 塚表層

Ｑ９ 宝篋印塔 17.6 18.8 9.4 （6,200） 花崗岩 塔身部　四方側面に長方形区画を１か所　一部欠損 塚表層 PL15

Ｑ 10 宝篋印塔 27.4 27.1 20.0 30,700 花崗岩 基礎部　四方側面に長方形区画を２か所 塚表層 PL14

Ｑ 11 宝篋印塔 25.0 25.6 19.8 （23,800） 花崗岩 基礎部　四方側面に長方形区画を２か所　一部欠損 塚表層 PL14

Ｑ 12 五輪塔 19.2 14.6 13.6 （5,800） 花崗岩 空風輪　断面は空輪部楕円形，風輪部逆台形　 塚表層 PL15

Ｑ 13 五輪塔 31.4 33.0 19.8 （30,800） 花崗岩 火輪　軒先は外反　一部欠損 塚表層 PL15

Ｑ 14 五輪塔 27.4 30.0 17.6 （28,600） 花崗岩 地輪　断面隅丸長方形　隅部一部欠損 塚表層 PL15

Ｑ13

Ｍ2Ｍ１ Ｍ3 Ｍ4

Ｑ14

０ ２㎝

０ 10㎝
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　⑴　井戸跡

３　その他の遺構と遺物

　　今回の調査で，時期が明確にできなかった井戸跡１基，土坑 15 基を確認した。以下，遺構及び遺物につ

　いて記述する。

　第１号井戸跡（第 45 図　PL12）

位置　調査区南部のＢ２e2 区，標高 26 ｍほどの台地平坦面に位置している。

確認状況　第１号方形竪穴遺構の床面で確認した。

重複関係　出土遺物の接合状況から，第１号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状　確認面は長径 1.42 ｍ，短径 1.22 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 70 －゚Ｅである。上部は深さ 30

㎝ほどまで漏斗状に掘り込まれ，以下で径１ｍほどの円筒状に掘り込まれている。確認面から深さ 190㎝まで

掘り込まれていることを確認したが，安全面の配慮から調査を中止した。

覆土　４層に分層できる。粘土ブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，ロームブロック中量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

３　暗 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック少量

遺物出土状況　出土遺物２点は，どちらも第１号方形竪穴遺構から流れ込んだものである。そのほか，深さ

110㎝より下から幅 50㎝・高さ 100㎝程度の切り株が出土している。井戸を埋め戻す際に投げ込まれたものと

考えられる。

所見　本跡に伴う遺物がなく，重複関係から時期は近世以降である。

第 45図　第１号井戸跡実測図

番号 種　別 銭　名 径 孔径 重量 材質 初 鋳 年 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ１ 銭貨 寛永通寳 2.26 0.70 1.56 銅 1697 年 新寛永　背無銭 塚表層 PL16

Ｍ２ 銭貨 寛永通寳 2.41 0.62 2.48 銅 1697 年 新寛永　背無銭 塚表層 PL16

Ｍ３ 銭貨 寛永通寳 2.49 0.55 （3.27） 銅 1636 年 古寛永　背無銭 塚構築土 PL16

Ｍ４ 銭貨 寛永通寳 2.82 0.61 4.80 真鍮 1769 年 背面十一波 塚表層 PL16
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第 46図　その他の土坑実測図（１）

　⑵　土坑（第 46・47 図）

　　　土坑の規模や形状等について，実測図，土層解説と一覧表を掲載する。
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第 47図　その他の土坑実測図（２）

第１号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック少量

第２号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量
３　褐 色　ロームブロック中量

第３号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第４号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ローム粒子中量

第５号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ローム粒子中量

第６号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第７号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量

第８号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第９号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 10号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量
３　褐 色　ロームブロック中量

第 11号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック少量

第 12号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 13号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック少量

第 14号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量
３　褐 色　ロームブロック中量

第 15号土坑土層解説
１　暗 褐 色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
４　褐 色　ロームブロック少量
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｂ１a6 － 円形 1.15 × 1.05 70 外傾 平坦 人為 陶器

２ Ｂ２d3 N－14°－Ｗ 楕円形 2.71 × 2.04 78 外傾・
緩斜 平坦 人為

３ Ａ１j9 － 円形 0.56 × 0.52 14 緩斜 平坦 人為

４ Ｂ２a4 N－８°－W 隅丸長方形 1.46 × 0.94 17 緩斜 平坦 自然

５ Ｂ１a7 N－30°－Ｅ 楕円形 0.35 × 0.31 26 外傾 平坦 自然

６ Ｂ１c0 N－15°－Ｅ 楕円形 0.65 × 0.58 25 外傾 平坦 自然 本跡→ＴＭ１

７ Ｂ２c1 N－75°－W 楕円形 0.74 × 0.54 13 外傾・
緩斜 平坦 自然 本跡→ＴＭ１

８ Ｂ２c2 － 円形 0.64 × 0.59 11 外傾 平坦 自然 本跡→ＴＭ１

９ Ｂ１c0 N－17°－Ｗ 楕円形 0.65 × 0.59 21 外傾 平坦 自然 本跡→ＴＭ１

10 Ｂ２b3 － 円形 0.55 × 0.51 19 外傾 平坦 人為 縄文土器 本跡→ＴＭ１

11 Ｂ２a2 N－46°－Ｅ 楕円形 0.73 × 0.64 16 外傾・
緩斜 平坦 自然 本跡→ＴＭ１

12 Ａ２j2 N－12°－Ｅ 楕円形 0.60 × 0.40 21 外傾・
緩斜 平坦 人為 縄文土器

13 Ａ１j0 N－61°－Ｅ 楕円形 1.13 × 0.75 25 外傾・
緩斜 平坦 自然 本跡→ＴＭ１

14 Ｂ２a2 N－５°－Ｗ 楕円形 1.42 × 1.09 21 緩斜 平坦 自然 本跡→ＴＭ１

15 Ａ２j1 N－48°－W 楕円形 0.90 × 0.64 42 ほぼ直立 平坦 人為 本跡→ＴＭ１

　⑶　遺構外出土遺物（第 48・49 図）

　　　遺構に伴わない遺物について，実測図及び観察表を掲載する。

第 48図　遺構外出土遺物実測図（１）

表５　その他の土坑一覧表

０ 10㎝

1413

12

９

６ ７
８

10

11
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

６ 縄文土器 深鉢 − − − 長石・石英・
雲母・黒色粒子 にぶい黄橙 普通 半截竹管による横位の連続刺突文 表土 PL16

前期中葉
７ 縄文土器 深鉢 − − − 長石・石英・

雲母・黒色粒子 橙 普通 波状口縁　口唇部直下に円孔 表土 PL16
後期前葉

８ 縄文土器 深鉢 − − − 長石・石英・
雲母・黒色粒子 にぶい黄橙 普通 口唇部に横位の沈線文　胴部に縦位の隆帯貼り

付け 表土 PL16
後期前葉

９ 縄文土器 深鉢 − − − 長石・石英・
雲母・黒色粒子 にぶい黄橙 普通 単節縄文ＲＬ施文後，太沈線を施文 表土 PL16

後期中葉
10 縄文土器 深鉢 − − − 長石・石英・

雲母 にぶい黄橙 普通 単節縄文ＲＬ施文後，横位の太沈線を施文 表土 後期中葉

11 縄文土器 深鉢 − − − 長石・石英・
雲母・黒色粒子 にぶい黄橙 普通 単節縄文ＬＲ施文後，縦位の太沈線を施文 ＴＭ１ PL16

後期中葉
12 土師質

土器 小皿 ［6.2］ 1.4 3.8 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ナデ　底部貼り付け後底部回転糸

切り 表土 55%　PL14

遺構外出土遺物観察表（第 48・49 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉　薬 産　地 出土位置 備　考

13 陶器 鉢 − （3.9）［15.6］緻密・
浅黄色／緑灰

内底面５条の波状沈線　
緑釉流し掛け 黄釉・緑釉 美濃 表土 10%　PL14

14 陶器 徳利 − （3.6） ［7.8］ 緻密・
にぶい赤褐 外底面露胎 鉄釉 瀬戸・美濃 表土 ５%

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 15 剥片 4.4 2.2 1.6 15.22 黒曜石 前面に多方向からの細かい剥離 表土 PL16　
高原山産カ

Ｑ 16 剥片 4.2 2.4 1.1 7.54 珪質頁岩 縦長剥片　前面に前段階の剥離面 表土 PL16

第 49図　遺構外出土遺物実測図（２）

０ ５㎝
Ｑ15

Ｑ16
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　　第４節 ま と め

１　はじめに

　本跡は従来古墳として登録されていたが，今回の調査で寛永期に構築された塚であることが判明した。ま

た，宝篋印塔や五輪塔が出土しており，塚構築以前には中世の墓域が存在していたことが考えられる。ここ

では，各時代の様相について概観し，若干の考察を加えてまとめとする。

２　室町時代

⑴　方形竪穴遺構

　今回の調査で，方形竪穴遺構を１棟確認した。これは，

長軸 7.20 ｍ，短軸 4.00 ｍの隅丸長方形で，壁柱穴を持

つ形状という，県内で確認される同時期の方形竪穴遺構

とはやや異なる形状を示している。同様の規模を持つ中

世の遺構として，龍ヶ崎市屋代城跡の第 28・38 号方形

竪穴遺構が挙げられる１）。第 28 号方形竪穴遺構は，長

軸 8.34 ｍ，短軸 5.82 ｍの隅丸長方形で，炉を有し，入

口と考えられる南西部にスロープが設けられている（第

50 図）。また等間隔ではないが，壁柱穴と考えられるピッ

トが南西以外の壁に廻っている。第 38 号方形竪穴遺構

は，後世の溝に掘り込まれており全体像は不明であるが，

長軸 7.5 ｍ，短軸 4.5 ｍ程度の隅丸長方形と推測される。

どちらも床面から土師質土器の小皿が複数枚出土してお

り，第 38 号方形竪穴遺構が 13 世紀後葉から 14 世紀前葉，

第 28 号方形竪穴遺構が 14 世紀中葉から 15 世紀第１四

半期に比定されている２）。報告書ではこれら遺物の出土

状況から，「物置」または「集会所」的な機能を考えている。

０ ２m

第 50図　屋代城跡第 28 号方形竪穴遺構実測図

当遺跡の方形竪穴遺構は 16 世紀後葉に位置づけられるので，同じ中世の範疇ではあるが年代は大きく異

なる。一方で，遺物は土師質土器の小皿が主体を占めている点も類似しており，同様の目的で建てられた

施設と考えてよいのではないかと思われる。類例の増加を待って再検討したい。

⑵　塚から出土した石造物

　第１号塚からは，宝篋印塔部材 10 点と五輪塔部材３点が出土している。宝篋印塔の笠部隅飾りの開き

具合や，五輪塔空風輪の溝状区画や火輪の軒の形状などから，概ね 16 世紀代のものと考えられる。これ

らの部材は，塚の南側斜面地に集められた状況で確認されている。このような状況は土浦市下郷遺跡３）や，

かすみがうら市戸崎中山遺跡４）でも確認されており，墓制の変遷に伴い前時代のものの処理を行ったも

のと考えられる。戸崎中山遺跡の中世墓は戸崎城跡の西側に位置しており，城との関係が考えられる。同

様に当遺跡の南西約 200 ｍの位置に柴崎片岡上館跡が存在しており，当遺跡内にはそれに伴う墓域が存在

していたことが考えられる。柴崎片岡上館跡では平成 19 年の調査で 16 世紀後半の堀と土塁が確認されて
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３　江戸時代

　第１号塚は，古墳として登録されておりその前提で調査を行ったが，周溝や埋葬施設が存在せず近世の塚

であることが判明した。第１号塚からは，寛永６（1629）年の記銘がある大日如来像と寛文８（1668）年と

思われる記銘がある如意輪観音像が出土している。

　大日如来像は，墳頂付近から出土しており，この塚に祀られていたことが考えられる。浮彫されている大

日如来は，その姿から胎蔵界大日如来とわかる７）。今回出土した胎蔵界大日如来像は，特徴的な様相から「寛

永の大日如来」として知られており，徳原聰行氏らが調査報告を行っている８）。これによると「寛永の大日

如来」は寛永３（1626）年から寛永８（1631）年の６年間に，茨城県南部及び西部で集中的に作られたよう

である。徳原氏らの調査では県内に 50 例確認されており，そのほか石岡市でも同様のものと考えられる石

仏が報告されている９）。この中ではつくば市が 21 例と最も多く，次いで下妻市となり，分布の中心となっ

ている（表６）。本跡出土の石仏はつくば市内で 22 例目となり，まだ未確認のものが存在している可能性も

ある。また，徳原氏は県内の古文書や絵図から「大日塚」を，また字名から大日信仰に関わるものを探して

いる。その結果，当時この地域には村に必ず一つ大日塚があったのではないか，という結論に至っている10）。

県内でみられる大日塚に伴う大日碑には，「湯殿山大権現」の文字がみられるものがあり，大日塚は湯殿山

信仰と関連が深いと考えられている。また，元和・寛永期（1615 ～ 1645 年）に急速に広まる大日信仰は，

市町村 確認数

稲敷市 2

龍ヶ崎市 2

牛久市 4

土浦市 2

つくば市 21

下妻市 10

石岡市 1

筑西市 1

つくばみらい市 1

常総市 4

坂東市 3

鹿沼市（栃木県） 1

総計 52

表６　「寛永の大日如来」の確認数

おり，詳細は不明ながらそれ以前の堀や遺物も確認されている５）。また，17 世紀以降の整地層や池跡も

確認されており，江戸時代以降から現代に至るまで集落が形成されてきたことが判明している。柴崎片岡

上館跡は，天正２（1574）年の土浦城の戦の際に小田方に参戦していた片岡治部左衛門の「金田郷中ノ館」６）

で，片岡氏は小田氏滅亡後に帰農したものと考えられる。

戦乱が治まった後の社会の変革期に，湯殿山の先達・行人の関東進出が相

まって起こった現象と考えられている 11）。そうした中で「寛永の大日如来」

の分布は，同一の行人が布教活動を行った範囲とも考えられる。その後寛

文期（1661 ～ 1673 年）まで盛行した大日塚築造も，再び社会の変化によっ

て衰退していく。本跡のように字名だけにその記憶を残し忘れ去られてし

まったものも少なくないようである。

　如意輪観音像は十九夜待の主尊として，大日信仰の盛行後に多く造立さ

れている。今回出土した如意輪観音像は，雲母片岩に浮彫されたもので石

材としては珍しいものである。また，記銘が判然としないものの，寛文期

に造立されたものとすれば，周辺地域の状況をみてもかなり古い時期のも

のと考えられる 12）。

４　おわりに

　中世においては，小田氏幕下片岡氏に関連すると考えられる墓域と，同時期に存在していたであろう方形

竪穴遺構を確認した。近世においては，湯殿山大日信仰に伴う塚と，茨城県南部・西部に分布する「寛永の

大日如来」を確認した。当遺跡から出土した，中世の石塔類がその役目を終わらせ次の時代に信仰の対象で

ある塚に集積されている状況は，時代の変化を検討するための一つの事例と考えられる。それ以外に，溝の

廃絶時に投棄されたり，土坑墓に埋められたりする事例も数多くみられる。同じつくば市内でも上野古屋敷
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世から近世への変化を考える上での課題の一つであると思われる。
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PL1

柴崎大堀遺跡

遺跡全景（平成26年度調査前）

遺跡全景（平成27年度）



PL2

北東部調査区全景

（ 平 成 27年 度 ）

南西部調査区全景

（ 平 成 28年 度 ）

中央部調査区全景

（ 平 成 26年 度 ）



PL3

柴崎大堀遺跡

調 査 前 風 景

（ 平 成 21年 度 ）

第1号堀跡南西部

（ 平 成 28年 度 ）

第1号堀跡中央部

（ 平 成 26年 度 ）



PL4

第1号堀跡北東部

（ 平 成 27年 度 ）

第1号堀跡北東部

（ 平 成 27年 度 ）

第1号堀跡北東部

（ 平 成 27年 度 ）



PL5

柴崎大堀遺跡

第 １ 号 堀 跡
遺 物 出 土 状 況
（ 平 成 27年 度 ）

第 １ 号 堀 跡
土 層 断 面
（ 平 成 27年 度 ）

第 １ 号 土 塁
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（ 平 成 26年 度 ）
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第 27 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況

第 ６ 号 陥 し 穴

第 46 号 土 坑



PL7

柴崎大堀遺跡

調 査 完 了 状 況

（ 平 成 26年 度 ）

調 査 完 了 状 況

（ 平 成 27年 度 ）

第 27 号 土 坑



PL8

第１号石器集中地点出土遺物（１）

接合資料１
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Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ10
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柴崎大堀遺跡

第１号石器集中地点出土遺物（２）
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SK46-１

SD１-３

SD１-２

SK27-４

SK27-６

SK27-５

第１号堀跡，第27・46号土坑出土土器
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柴崎大堀遺跡

第１号堀跡出土銭貨，第27号土坑出土鉄製品，遺構外出土土器・石器・椀状滓・瓦

遺構外-T１

SK27-M２

遺構外-Ｑ37

遺構外-M３

遺構外-11

Ｍ１-６

Ｍ１-３Ｍ１-２

Ｍ１-５

Ｍ１-１

Ｍ１-４SD１-M１

遺構外-Ｑ38



PL12

第１号方形竪穴遺構

第 １ 号 井 戸 跡

第 １ 号 塚

検 出 状 況

第 １ 号 塚

遺 物 出 土 状 況
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柴崎大日塚

調 査 完 了 状 況

第１号塚出土石仏

第 １ 号 塚

石 材 出 土 状 況
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TM１-Q11

HT１-３

HT１-４

遺構外-13HT１-２

遺構外-12

TM１-５

HT１-１

TM１-Q10

第１号方形竪穴遺構・第１号塚出土土器，第１号塚出土石製品，遺構外出土土器
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柴崎大日塚
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TM１-Q12

TM１-Q13

TM１-Q５

第１号塚出土石製品

TM１-Q14



PL16

第１号方形竪穴遺構出土石器，第１号塚出土銭貨，遺構外出土土器・剥片

遺構外-Ｑ16

遺構外-11

遺構外-Ｑ15 HT１-Ｑ１

遺構外-６

遺構外-７

遺構外-８ 遺構外-９
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所 収 遺 跡 名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

柴崎大堀遺跡 包 蔵 地 旧 石 器 石器集中地点 1 か所 石核，剥片 字名にもなって
いる「大堀」は，
二つの谷津を繋
ぐように造られ
た堀切で，戦国
時代において台
地上の通行を遮
断するための防
御施設であった
と考えられる。
今回のような広
範囲の調査事例
は類例がなく，
貴重な資料とな
る。

狩 猟 場 縄 文 陥し穴 ６基 縄文土器（深鉢）

そ の 他 平 安 土　坑 １基 土師器（坏・高台付椀），須恵器（坏・
鉢），瓦（平瓦）

室 町 堀　跡
土　塁

1 条
２条

江 戸 土　坑 １基 土師質土器（焙烙・甕），陶器（天
目茶碗・丸碗・皿），瓦質土器（火
鉢），銭貨（寛永通寳）

時 期 不 明 土　坑
溝　跡

46 基
７条

柴 崎 大 日 塚 集 落 跡 室 町 方形竪穴遺構 １棟 土師質土器（小皿），石器（砥石）

塚 江 戸 塚 １基 石仏（胎蔵界大日如来像・如意輪
観音像），石製品（宝篋印塔・五
輪塔），銭貨（寛永通寳）

そ の 他 時 期 不 明 井戸跡
土　坑

１基
15 基

要 約 　柴崎大堀遺跡は，旧石器時代から江戸時代にかけての複合遺跡であることが判明した。主体となるのは，
室町時代から江戸時代にかけて使用された城郭関連遺構で，320 ｍ以上伸びる堀とそれに伴う土塁である。堀
は，複数回にわたって形状を変えており，堀の変化を追うことができる資料である。また，江戸時代に入っ
てからはその底面が墓域として利用された可能性がある。
　柴崎大日塚は古墳と考えられていたが，調査の結果，江戸時代の塚であることが判明した。塚からは寛永
期に当地方で深く信仰された胎蔵界大日如来像が出土しており，湯殿山大日信仰に関わる塚であることが分
かった。その他，室町時代の宝篋印塔や五輪塔の部材が出土し，また同時期の方形竪穴遺構を確認しており，
近隣にある柴崎片岡上館跡との関連が考えられる。
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付 図
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付図１　柴崎大堀遺跡　　　　　
　　　　第１号堀跡・第１・２号土塁実測図

付図２　柴崎大堀遺跡遺構全体図



Ｃ８a1

Y
=2
6.
36
0

X=11.520

Ｅ２a1

Y
=2
6.
12
0

X=11.440
Ｅ５a1

Y
=2
6.
24
0

X=11.440

Ｃ５a1

Y
=2
6.
24
0

X=11.520

25
.50

26
.50

23.75

23
.00
23
.25

23
.50

23
.75

24
.00

24
.25

24
.50

24
.75

25
.00

25
.25

25.
50

25
.75

22.00

22.25

22.50

22.75

23.25

23.50 23.75 24.25

24.50 24.75 25.00
25.25

25.50

25.75

26.00

21
.75

21
.50

21.
25

21.
00

20.
75

21
.75

21
.50

21
.25

20
.75

21
.00

21
.00

22
.25

22.50

23.00

23
.00

23.25

23
.25

23.50

23
.50

23
.75

26
.75

26.50

26.25

26.00

25.75

25.50
25.5025.2525.0024.7524.50

25
.75

25.
25

24.2
5

24.
50

24.
75

25.00

25.0
0

25.25

25.50

25.75

26.00

26
.25

26
.25

26.75

26.50

26.25

26
.00

26
.75

26
.5
0

26
.5
026.2526.00

24.25

25
.75
25
.75

25.50
25.5025.25

25.25

25.0
0

24.75

24.50

24.00

22
.25

22
.50

22
.75

23
.00

23
.25

23
.50

23
.75

24
.00
24
.00

21
.50

21
.75

22
.00

22.25

22.50
22.75

26
.00
 

23.25

23.50

23.00

22.75

22
.0022

.25
22
.25
22
.50

22
.75
22
.7523
.00
23
.0023
.25
23
.25

24
.2
5

24.75

26
.50

25.75

26.00

25.75

25.50

25.50

24.
50

24
.75

24.50

24.25

24.00

23.75

23.50

22
.00
 

23.00 

24.00 

25.00 

23
.00
 

23.00 

25
.00
 

26
.00
 

26
.0
0 

26
.00
 

24
.25

24.25 24.50

25.25

25.25

25
.25

26
.2
5

26
.25

23
.00
 

22
.00
 

21
.00
 

24.00 

21
.00
 

23.00 

25.
00 

24
.00
 

25
.7
5

25
.5
0

22
.75

22.50

22.25

22
.2522

.50

24
.2
5

24
.50

25
.75

25.
25

24
.75
 

24
.50
 

24
.25
 

26
.50
 

23.75 

23.25 

22
.00
 

26.75

26.50

26
.00

25
.50

26.25

23
.75

23
.50

23
.25

22
.75

22.50

22.25
23.25

23.50

23.75

22.75

25.75 

25
.50
 

23
.75

23.50 

23.25 

23.75

21
.25

25.2
5

25.75

26.00

26.25

25
.5
0

23.75
23.5022.00 24.00

23.00

23.25

23
.00

23
.2
5

23
.5023

.7
5

24
.0
024
.5
0

24.25

24.50

24.75

25.0
0

24
.7
5

25
.0
0

24.00

24.75

24.50

24.00

24.50 

24.75 

25.00 

24
.75

24.75

24
.00

24
.25

Ｋ

M１

３

２

N１

H

H′

G

G′

F

F′

E

E′

D

D′

C

C′

B

B′

A

A′

Ｊ

Ｊ
′

Ｑ

Ｑ
′

Ｐ

Ｐ
′

Ｍ

Ｍ
′

Ｌ

Ｌ
′

Ｉ

Ｉ
′

N

N′

O

O′

K

K′

２Ｑ Ｑ′26.0m

23.0ｍ

Ｐ Ｐ′26.0m

23.0ｍ

O O′
26.0m

21.0ｍ

23.0ｍ

N N′
27.0m

21.0ｍ

23.0ｍ

Ｍ Ｍ′
28.0m

Ｎ１

24.0ｍ

Ｌ Ｌ′28.0m ３ Ｍ１

24.0ｍ

K K′
27.4m

23.0ｍ

Ｊ Ｊ′
26.0m

23.0ｍ

Ｉ Ｉ′
25.0m

23.0ｍ

０ 10ｍ

０ 40ｍ

付図１　柴崎大堀遺跡第１号堀跡・第１・２号土塁実測図　（『茨城県教育財団文化財調査報告』第 429 集）
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付図 2　柴崎大堀遺跡遺構全体図　（『茨城県教育財団文化財調査報告』第 429 集）
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